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1. 本号の対象とする時期は2019（令和元）年度である。 

2. 肩書等は、2019年3月末現在のものである。 
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I はじめに 

 

 附属生態調和農学機構（以下「機構」と略称）は、東京大学大学院農学生命科学研究科・農学部農学

部の附属施設のなかでも、メインキャンパスである弥生キャンパスから比較的近い距離にあり、農学部

の各専修をはじめとする多くの学生実習に使われるとともに、教員・学生のフィールド研究の場として

活用されている。機構は、2010年4月に旧附属農場および旧附属緑地植物実験所の２施設を統合し、さ

らに附属演習林田無試験地（現在の田無演習林）の教育研究機能を組み込むことで設立された。当機構

の運営の現状を、以下の３つの課題を中心にして総括する。 

 

１ 西東京キャンパスの整備 

 2013年3月に東京大学が決定した「東京大学西東京キャンパス（仮称）整備計画基本構想」では、都

道「西東京都市計画道路3・4・9 号保谷東村山線」により、キャンパスが南北に分断されるとともに、

一部の敷地約４ヘクタールを売却等によって手放すことになっている。そのような状況下、平成27年度

に、西東京市の「東大生態調和農学機構周辺地区地区計画」が策定・公表、一部の用途地域が変更され、

加えて、東京大学と文部科学省との間で面積協議が行われたことによって、都市計画道路予定地よりも

北側に、建築物を新築することが可能になった。 

これまでに基本構想に従い，平成26年度には，果樹園と里地里山地区の土木工事が実施されるととも

に，13棟の温室が建設された。平成28年度には，格納庫棟および調製施設群の建設が着工され、約１年

の工期を終え、2017年10月に竣工した。平成29年度に面積を縮小した総合研究・実験棟について、平成

30年度には基本設計・実施設計が行われ、2019年2月に外断熱・乾式タイル張り工法による実施設計が

キャンパス室計画会議で承認された。令和元年度には、入札が2019年11月に行われ、新営工事業者が決

定し、12月に工事が開始された。今後、2020年12月に竣工予定で、2021年2～3月にかけて現在の研究棟

本館から総合研究・実験棟への引越が予定されている。令和3年度からは総合研究・実験棟の本格的な供

用が行われる予定である。また、2018年7月31日に都計道用地の東京都への引き渡しが行われ、以後、

都計道の工事が開始された。2021年３月の完成予定で、5～6月にかけてこちらも供用開始の予定である。

今後であるが、演習林地区、水田、南側キャンパスの整備が進められていく予定である。 

 

２ 教育・研究へのフィールドの活用の推進 

 東京大学では、平成25年度から、教育の国際化を中心とする「学部教育の総合的改革」を推進してい

る。農学生命科学研究科・農学部では附属施設への各種センサー類、遠隔カメラ、ドローンなどの導入

をはかり、フィールド研究・教育への ICT の導入を進めている。フィールドの ICT 化が進むことによ

って、それらを活用した研究・教育活動も盛んになっている。平成27年に就任した五神総長のもとで東

京大学が決定した「東京大学ビジョン2020」の実現のために、「フィールドフェノミクス先端研究拠点

の形成」が、平成28年度の大学本部の前倒し事業として認められた。農作物の複雑な形質を ICT 機器で

計測し、そのビッグデータにもとづいて遺伝的改良や栽培技術開発を行う研究が機構で既に開始されて
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いる。平成29年度からは国際フィールドフェノミクス研究拠点形成担当の２名の特任教授が配置される

とともに、秋には国際フィールドフェノミクス研究拠点のウェブページが始動した。平成30年度には技

術職員3名がドローン操縦資格を取得し、平成31年度からは農場実習に ICT を活用した実習が開始され

た。2019年12月には弥生キャンパスで初めての機構学術セミナー「フィールド生産農学におけるデータ

サイエンスの展開と人材育成」を開催した。キャンパス整備計画による圃場の整備とともに、今後一層、

新しい農学研究が展開されることを期待している。 

 

３ 社会連携 

 機構がめざす「生態調和農学」にとって、社会との連携は重要である。機構が立地する西東京市は約

20万人の住民を擁する都市であり、西東京フィールドは同市の市民にとっては、貴重な緑と憩いの場を

提供している。平成25年度から機構と西東京市との間に設置された「社会連携協議会」は平成31年度か

ら4期目に入り、継続して市民の代表を交えた会合を定期的に開いて、意見交換・情報交換を行ってい

る。2017年6月には多摩地域の拠点科学館である多摩六都科学館との相互協力協定が締結され、「農と食

の体験塾」や「こどもサマースクール」などの共催プログラムの実施体制がより強化された。2016年10

月から2017年10月までは、キャンパス整備に伴う建設工事により一般公開などをやむを得ず休止したが、

平成30～31年度は観桜会、観蓮会などの取り組みは継続・実施された。2018年12月には機構における社

会連携をテーマとした機構公開セミナー「地域社会活性化への生態調和農学機構の取り組み～農場で作

って食べて考える医福食農～」が開催された。2019年10月より再びキャンパス整備に伴う工事により余

儀なく一般公開が休止となっているが、総合研究・実験棟の完成後の新たな形で社会連携を構築してい

かなければならない。 

 

 農学の教育研究において、実験室レベルだけでなく、フィールドの活用が盛んになる流れのなかで、

実験圃場を有する附属施設の必要性が再認識されるようになっている。当機構では、教育研究に必要と

なる多様なフィールドを管理するために、教員だけでなく、技術職員等のマンパワーを必要とする。し

かし、定数削減や予算削減が続くなかで、機構の機能を強化してゆくには、存在意義を今以上にアピー

ルしてゆく必要がある。そのためには、キャンパス整備を計画的に進める一方で、農学生命科学研究科

の内外からの圃場・施設利用や共同研究を増やしてゆき、優れた教育研究上の成果を挙げることが必要

である。この年報をお読みの皆様には、ぜひ西東京キャンパスのフィールドを活用した斬新な教育研究

を立案・実施していただき、あるいはそれらをご支援いただくことをお願いしたい。なお、2019年12月

の中国に端を発した新型コロナウイルスの世界的な蔓延は、私たち機構のさまざまな活動に大きな影響

を及ぼしつつある。一日も早い収束と社会の沈静化を望みたい。 

2020年3月31日 

東京大学農学生命科学研究科 附属生態調和農学機構機構長 柴田 道夫  
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I 組織と運営 

１ 組織・人員構成 
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２ 庶務事項 

(1) 人事事項 

1) 昇任 

職  名 氏    名 発令年月日 備    考 

技術専門職員 神 川  翔 貴 平成３１年４月１日  

技術専門職員 石 川  祐 聖 平成３１年４月１日  

准 教 授 安 村  直 樹 令和元年７月１６日 田無演習林 

2) 採用 

職  名 氏    名 発令年月日 備    考 

助 教 郭  威 平成３１年４月1日  

助 教 内 田  圭 平成３１年４月1日  

特 任 研 究 員 Feldman Alexander 

Davan 
平成３１年４月１日  

3) 配置換え 

職  名 氏    名 発令年月日 備    考 

上 席 係 長 小 原  京 介 平成３１年４月１日  

上 席 係 長 永 嶋  智 明 平成３１年４月1日  

准 教 授 矢 守   航 令和元年９月1日  

4) 転出 

職  名 氏    名 発令年月日 備    考 

講 師 楠 本  大 平成３１年４月１日 田無演習林➝千葉演習林 

5) 辞職 

職  名 氏    名 発令年月日 備    考 

准 教 授 高田 まゆら 令和２年３月３１日 中央大学へ 

(2) その他の庶務事項 

２０１９年 

４月９日 第１回スタッフ会議、第１回全体会議 

４月１５日 第1回利用者ガイダンス（弥生） 

４月２３日 第２回利用者ガイダンス・運搬車講習（機構） 

５月９日・１０日 

     １０日 

全国大学附属農場協議会春季全国協議会（学士会館） 

教育シンポジウム（日本学術会議） 

５月１４日 第２回スタッフ会議、第２回全体会議 

５月２３日～２５日 日本植物園協会第５４回大会（東北大学） 

５月２８日～１月 『農と食の体験塾「大豆編」』 
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（全１０回～１２回） 

６月１１日 第３回スタッフ会議、第３回全体会議 

６月１１日～７月１９日

（火・金曜日） 

ハス見本園一般公開 

６月２１日 内部監査 

７月２日・５日 農場博物館 七夕イベント 

７月１６日 第４回スタッフ会議、第４回全体会議 

７月２０日 観蓮会・農場博物館臨時開館 

７月２３日 サマースクール２０１９ 

８月６日 第５回スタッフ会議、第５回全体会議 

８月１３日・１４日 夏季休業状態 

８月２７日 運営諮問会議 

８月２９日・３０日 関東・甲信越地域大学農場協議会総会並びに第８４回研究集会（日本獣

医生命科学大学） 

９月３日 第６回スタッフ会議、第６回全体会議 

９月１９日・２０日 全国大学附属農場協議会秋季全国協議会（仙台市） 

市川技術専門職員が技術賞受賞、記念講演 

１０月８日 第７回スタッフ会議、第７回全体会議 

１０月１９日 第１８回東京大学ホームカミングディ企画「秋の収穫体験会」 

１０月２１日 第３回利用者ガイダンス 

１１月７日・８日 職場体験受入れ（保谷中学校４名） 

１１月１２日 第８回スタッフ会議、第８回全体会議 

１１月２６日 運営委員会 

１２月１０日 第９回スタッフ会議、第９回全体会議 

１２月１１日 機構学術セミナー「生産農学におけるデータサイエンスの展開と人材育

成」（中島ホール） 

１２月１９日・２０日 関東・甲信越地域大学農場協議会第４８回技術研修会（茨城大学） 

２０２０年  

１月９日 生産・環境生物学専攻会議・実習連絡会（機構） 

１月１４日 第１０回スタッフ会議、第１０回全体会議 

２月４日 第１１回スタッフ会議、第１１回全体会議 

３月１０日 第１２回スタッフ会議 

３月３１日 ２０１９年度年次検討会 
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３ 会計事項 

(1) R1年度決算報告 

1) 大学運営費交付金 

①収入の部 

項目 R1年度決算（円） H30年度決算（円） 

附属施設経費 20,534,000 20,428,000 

教員経費 5,982,000 5,982,000 

前年度繰越分 7,746,000 7,674,000 

貸借・収入戻し等 991,000 0 

学生経費 263,238 245,000 

生産物・刊行物等収入 2,628,300 2,268,000 

施設利用料等 6,189,771 7,160,747 

間接経費振替 10,744,000 11,402,242 

学部教育改革推進事業 2,000,000 2,000,000 

その他 3,349,565 1,555,659 

合計 60,427,874 58,715,648 

 

 

②支出の部 

項目 R1年度決算（円） H30年度決算(円) 

農場経費   

光熱水料 9,884,984  9,881,440  

燃料費 23,136  25,855  

賃金 5,592,493  6,660,237  

保守管理費 761,684  853,943  

通信運搬費 1,278,819  1,244,144  

塵芥処理費 485,060  595,331  

自動車維持費 353,293  388,254  

図書経費 69,617  101,272  

安全管理費 1,207,632  488,952  

学生実習経費(技術部経費除く) 86,730  258,191  

博物館経費 2,024  87,603  

学部教育改革経費 2,000,000  2,000,000  

その他 10,411,595  9,217,697  

小計（ア） 32,157,067  31,802,919  
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教育研究部   

教育・研究経費 9,436,917  10,146,198  

その他 706,794  2,785,800 

技術部   

業務費・教育支援経費 3,213,395  3,885,106  

燃料費 1,389,111  2,030,434  

その他 378,856  318,796  

小計（イ） 4,981,362  19,166,334  

合計（ア）＋（イ） 47,282,140  50,969,253  

次年度繰越 13,145,734 7,746,395  

 

 

2) 競争的資金(直接経費) 

 

  R1 H30 H29 H28 H27 

科研費 24,720,611 18,883,226 19,020,000 27,017,000 16,150,000  

受託研究 88,194,308 101,304,982 97,743,000 55,786,277 10,000,000  

寄付金・その他 4,260,000 5,314,322 7,609,415 4,884,183 1,732,000  

合計 117,174,919 125,502,530 124,372,415 87,687,460 27,882,000  

 

 

 

 

 

 

４ 運営委員会 

構成員：柴田 道夫（機構長），河鰭 実之（副機構長・教育研究部長・企画室長），米川 智司，本多 

親子，安永 円理子，高田まゆら，加藤 洋一郎，矢守 航（准教授），井澤 毅（生），大塚 重人

（化），宮沢 佳恵（農国），大黒 俊哉（生圏），久保田 浩史（技術部長），吉田 雅彦（農学系事

務部長），福田 健二（演習林長），桑原 正貴(牧場長)，高野 哲夫（アジア） 

機構事務：小原 京介 

開催： 2019年11月26日（火）15:00～16:33 

主な内容： 

報告事項：平成31年度機構の運営について／平成31年度運営諮問会議報告／キャンパス整備の現状に

ついて（柴田機構長）、平成31年度教育，研究の現状について（河鰭教育研究部長）、平成31年度
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社会連携の現状について（米川准教授、安永准教授，久保田部長）、令和２年度実習計画につい

て（本多准教授） 

審議事項：なし 

 

 

５ 運営諮問会議 

構成員： 

 外部有識者： 

 望月 龍也 東京都農林総合研究センター・所長 

 有江 力  東京農工大学・教授 

 白石 俊子  白石農園 

 丸山 浩一 西東京市長 

 高柳 雄一 多摩六都科学館・館長 

 農学生命科学研究科： 堤 伸浩（研究科長）， 

 機構： 

 柴田 道夫（機構長），河鰭 実之（副機構長・教育研究部長），久保田 浩史（技術部長） 

 加藤 洋一郎（企画室・記録），二宮 正士（特任教授）ほか 

開催： 2019年8月27日（火）14:00-17:00 

主な内容： 

・機構概要説明：機構の管理運営・キャンパス整備計画／機構教育研究部の現状と今後の課題／機 

 構技術部の現状と今後の課題 

・機構の研究・教育成果の紹介：「フィールドフェノミクス研究と生態調和農学機構におけるフィー

ルド ICT 教育」（二宮 正士 特任教授） 

・視察・討議：南側キャンパス視察／「南側キャンパスにおける歴史的建造物の今後の維持・利用の

方向」 

 

６ スタッフ会議・全体会議 

(1) スタッフ会議 

構成員： 柴田 道夫，河鰭 実之，米川 智司，本多 親子，安永 円理子，高田 まゆら，加藤 洋一

郎，矢守 航（9月から），安村 直樹，高野 哲夫，久保田 浩史，曽我 竜一，小原 京介，藤田 

英子（総務課） 

開催： 毎月1回を原則に，合計12回開催（平成31年度は原則通り開催した）． 

主な内容： 機構の運営に係わること全般について報告・審議するとともに，意思決定を行う． 

 

 

(2) 全体会議 
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構成員： 機構教職員全員 

開催頻度： 毎月１回を原則に，合計12回開催（平成31年度は原則の通り開催した）． 

主な内容： 機構スタッフ会議及び各委員会での決定事項等の周知と意見交換を行う． 

 

７ キャンパス整備関係 

田無キャンパスの整備について前年度に引き続き検討するとともに、順次、整備事業を実行に移し

ている。2019年度は、昨年度2月22日のキャンパス計画室会議で決定された実施設計方針に基づき、

以降、引き続き本部・農学部・設計業者の実務担当者による実施設計が進められた。ほぼ毎週1回の

綿密な検討が行われた結果、9月30日に総合研究・実験棟の実施設計が完了した。11月13日に入札が

行われ、新営工事業者が決定した（建築：東急建設、電気：大榮電気、設備：朝日工業社）。落札額

は総額で14億965万円であった。2019年12月より着工し、2020年12月末には竣工する予定である。並

行して、南側キャンパスにおける不要建物撤去工事が進められ、9月30日でシステム温室などの解体、

水禽池の発掘および周辺樹木の伐採、作物・緑地植物見本園予定地の除礫工事を完了した。また、10

月から水田整備設計を開始した。以下にこれまでの経緯を整理する。 

東京都が田無キャンパスを南北に分断する都市計画道路3・4・9号線の建設計画を進めており、2013

年3月に本学が東京都と交わした用地売却契約によって、道路用地部分を明け渡すことになった。こ

れと歩調を合わせて、本部から内示されたキャンパス整備経費を用いて，2014年度から本格的な整備

が始まった。希少動植物等を主にした環境モニタリング調査を継続的に行いながら、整備上必要な一

部樹木の伐採などを進め、温室13棟の新設、果樹園の整備、旧農場と田無演習林の両キャンパスにま

たがる里地里山エリアの整備をした。一方、旧農場の都市計画道路北側に建物を建設するためには、

西東京市によって用途地域の変更と地区計画の策定が必須であったが、2015年5月に地区計画（西東

京市「東大生態調和農学機構周辺地区 地区計画」）が決定された。また、本学と文部科学省との間で

行われてきた、新設建物の床面積を決める協議も同年5月に決着した。その結果、都市計画道路の北

側に、総合研究・実験棟、格納庫棟、調製施設群などの建物を建設できるようになった。 

2015年11月の田無キャンパス整備計画委員会で承認された格納庫棟，調製施設群については、2016

年2月から実施設計に入り、10月に着工、翌2017年10月に竣工した。この間並行して、都市計画道路

用地上の建物撤去工事が行われた。総合研究・実験棟については、当初取り壊しを予定していた農場

研究棟（本館）について、継続使用を行うよう文部科学省から指導が入り、さらに、2019年10月の消

費税増税と2020年開催の東京オリンピック・パラリンピックによる建設単価や人件費の高騰などへ

の懸念から、2015年11月の田無キャンパス整備計画委員会で承認された平面案を、床面積を縮小し

た案に変更し、これを参考案として2018年7月にプロポーザル方式で設計業者を選定し、基本・実施

設計に着手した。2019年9月までに実施設計が終了、2019年12月から着工され、2020年12月末に竣工

予定となっている。2020年1月に備品納入、２月に引越作業が予定されており、2021年度には総合研

究・実験棟の本格的な供用が始まる予定である。今後は残りのキャンパス整備について検討実施して

ゆくことになる。また、都市計画道路の建設についても、2018年12月から本格的な工事に入ってお

り、 2021年3月に竣工予定となっており、同年4～6月に供用開始予定となっている。 
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＊田無キャンパス整備計画委員会 実務担当者打合せ 

構成員：柴田道夫教授（機構長），米川智司准教授，高野哲夫教授（アジア生物資源環境研究セン

ター），安村直樹准教授、斎藤正己経理課長，西村洋平経理課・決算チーム係長 

開催日時：2020年2月25日（火）10:30～11:30 

主な内容：今年度の実施事項について／今後のスケジュールについて 

 

＊田無キャンパス整備計画委員会 

構成員： 委員長 柴田道夫教授（機構長），河鰭実之教授（副機構長），福田健二教授（演習林長），

井澤毅教授，根本圭介教授，大黒俊哉教授，本多親子准教授，加藤洋一郎准教授、安村直樹准教授，

宮沢佳恵准教授，高野哲夫教授（アジア生物資源環境研究センター），松本武祝教授，稲山正弘教授，

吉田修一郎教授、川添善行准教授 

事務局： 米川智司准教授，久保田浩史技術専門職員（機構技術部長），吉田雅彦事務部長，斎藤

正己経理課長，栗原紀寿専門員，西村洋平経理課・決算チーム係長，小原京介上席係長 

感染症予防上、本年度は開催せずに、2020年3月にメールで報告 

主な内容：総合研究・実験棟新営工事入札結果について／今後のスケジュールについて 

 

 

８ 圃場・施設委員会 

構成員：加藤洋一郎，矢守航，河鰭実之，米川智司，安永円理子(実験室管理担当)，内田圭，深野祐

也，久保田浩史，曽我竜一，小原京介，小山誠司（事務局） 

開催： 秋冬作と春夏作（3/10）の年2回開催．また，臨時の案件を隔週でメール審議． 

主な内容：圃場・施設利用申請審議，実験室・共用物品・施設管理に関する意思決定とルール策定． 

圃場施設利用者： 

 別添 

 

 

９ 環境安全委員会 

構成員：河鰭実之、曽我竜一、安永円理子、竹本周平、郭威、久保田浩史、和泉賢悟、 

白井深雪、石川祐聖、小原京介 ほかオブザーバー 

 

主な内容：独自に、「東京大学大学院農学生命科学研究科附属生態調和農学機構環境安全委員会規

程」を設け、委員会が中心となって、機構の環境整備及び安全に関する事項を審議し、

その運営に当たっている。委員長は副機構長が務め、委員は、衛生推進者、技術部長、

各グループ安全管理担当者、事務担当者、その他若干名の教員から構成され、西東京フ

ィールドに所在するアジア生物資源環境研究センターの各研究室及び機構の学生等もオ

ブザーバーとして参加している。独自に、全関係者を対象とした「利用ガイダンス」や
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希望者を対象とした「運搬車講習」の実施や，「農薬管理取扱要領」、「医薬用外毒物劇物

危害防止規定」、「圃場作業・物品等管理ガイドライン」、「農産物販売マニュアル」など

を規定している。 

 多くの化学物質や機器が使用され、野外作業も多い機構の教育研究活動の中にはさま

ざまなリスクが潜んでいる。「全ての活動は安全な環境があってこそ成立する」という理

念のもと、さまざまな活動の前提として安全をしっかりと確保することが、それぞれの

構成員の責務と認識し活動している。 

 

(1) リスクアセスメント等実施した内容 

・危険有害要因の洗い出し（5～6月） 

・リスク低減対策の検討（5～6月） 

・産業医巡視における指摘事項への対応（7月～） 

・技術部による作業開始前の安全検証（通年） 

・独自の講習会実施による安全への注意喚起（下記参照） 

・必要な講習会への参加及び資格の取得による能力向上（下記参照） 

・IC カードによる入室システムの継続により実験室で不明試薬等を放置される事態がなかっ 

た。 

・定期的に農薬や試薬の棚卸しを行い、適切に管理されているか検証した。 

・無人航空機の使用に関するマニュアルについて、国土交通省の規則改定及び墜落事故の検証 

結果を受けて再度見直しを行った。 

・勤務時間内での緊急連絡先（機構事務室電話）を表示したシールを継続して配布した。 

・夜間・休日の在館者の把握のためグーグルカレンダーによる管理を継続して実施した。 

・農薬の誤散布を元に農薬使用申請書の改定を行った。誤散布したモモの販売を取りやめた。 

モモに対する農薬の残留検査を行い、問題ないことを確認した。 

   ・UTCIMS への切り替えに対する対応を行った。農薬が登録できないため当面使用簿による管 

理となっている。 

 

その他、環境安全に関する今年度のデータは下記のとおりである。 

 

(2) 環境安全に関するデータ 

1) 災害統計 ６件 

○休業 なし 

○不休業    ４件 

・7/5、ハス見本園で見学者が頭から池に転落。 

・7/10、施設内の流しの上でホー（草かき）の刃の研磨中、小型の砥石をもって右手が 

刃にあたり中指切創。 
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      ・出勤時に歩道の窪みに足を取られ倒れた。右足首捻挫、膝を擦過傷。通勤災害申請。 

      ・コンクリートの段差に２回つまづき、こめかみ付近を負傷。数針縫合。 

○人的災害なし ２件 

・7/23、解体撤去工事現場で、使用中の都市ガス配管をショベルカーで破砕、ガス漏 

洩。 

・9/10、運搬車で資材運搬中、左前面のウインカーを解体撤去工事現場を囲む支柱に接 

触させ破損させた。 

  

2) 安全衛生教育実施状況（機構で開催） 

・利用者ガイダンス 4/15（83人）、4/23（51人）、10/21（7人） 

・運搬車講習 4/23（20人） 

・動力噴霧器説明会 6/6（9人） 

・伐採等業務特別教育 1/16（15人） 

・電波調査装置利用講習会 2/3（5人） 

 

3) 講習会・研修等受講状況 

・研究科安全衛生ガイダンス 4/2（1人） 

・フルハーネス特別教育講習 6/24（1人）、7/19（1人）、9/13（1人） 

・東京都農薬安全使用講習会 6/25（3人） 

・東京大学安全の日講演会 7/2（2人） 

・UTCIMS 説明会 11/28（2人）、12/3+12/4（13人） 

・農学生命科学研究科機械グループ研修 12/12～12/13（1人） 

・伐木等の業務特別教育 12/19～12/20（1人） 

・関東甲信越地域大学附属農場協議会技術研修会 12/19～12/20（2人） 

・東京都農薬管理指導士更新研修 2/14（2人） 

 

4) 職場巡視実施状況 

・産業医巡視  6/28 田無キャンパス全般 

・衛生推進者巡視 産業医巡視に同行（旧農場地区のみ） 

        

5) その他安全衛生管理活動状況 

・緊急連絡先（本人宛・家族宛）（携帯版）の更新 4月 

・安全衛生関係の資格確認 4月 

・災害対策本部および組織の更新 ４/15 

・ハチトラップの設置（14カ所） 4/24 

・教育研究マネジメントシステム説明会出席 4月 

・消防点検 5/14 
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・リスクアセスメント全体検討会 5/20 

・教育研究安全衛生マネジメントシステム書類提出 5/27 

・熱中症対策準備（消耗品の補充、予報掲示の準備） 5月 

・熱中症予防情報の配信 5/27～9/30 

・環境整備 6/18、8/26、10/18、12/17、2/28 

・廃棄試薬・農薬の搬出 6/21、2/25 

・内部監査 6/21 

・農薬棚卸し 7/29、11/29、2/ 

・危険物保有量調査 7/22 

・UTCIMS マスターデータ提出 8/15 

・総合研究・実験棟に係る指定作業場の届け出（西東京市） 

・利用者ガイダンス資料の改定 10/21 

・防災訓練 11/19 

・「国土交通省標準マニュアル」への機構追加ルールの改定 12/23 

・リスクアセスメント全体検討会 2/27 

・教育研究安全衛生マネジメントシステムまとめ提出 

・農薬登録情報の更新 毎月 

 

(3) その効果 

・リスクアセスメントの検証に教職員のみならず学生も参加することに加え、産業医と衛生推進 

者による巡視等により、危険有害要因の所在を定期的にチェックしリスクを低減する意識が全 

体に浸透している。 

・実験室の棚卸しを行い、実験室の試薬や廃液の管理状況改善を継続した。 

   ・機構外利用者の受講率アップのために研究科で機構主催の利用者ガイダンスを実施し、多くの 

受講者を得た。 

 ・機器取扱いの講習会や説明会等を積極的に開催し、教職員のスキルアップに努めた。 

・無人航空機（ドローン）が再度墜落する事故について、原因が特定できていないが特定の電波 

による影響が懸念されるため電波測定装置を導入しそのための講習会を実施した。また国土交 

通省標準マニュアルの改定もあり、機構追加ルールを改定した。 

 

(4) 問題点 

・交代した衛生推進者は技術者のため実験室について詳しくない。今後は教員の衛生推進者を養 

成する必要がある。 

・実験室の使用において整理整頓されてきているがさらに良くしていくことが必要である。 

 ・機構内に存在する実験機器や物置等について、データベース化がかなり進んだが一部不明な機 

器等が残っている。 
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 ・夜間・休日の作業について、特に学生への指導教員による指導の徹底を求めていく必要がある。 

   ・農薬の誤散布が続いた。いずれもヒューマンエラーであり、使用申請書の改定等対策を行った 

が、各自への徹底が必要である。 

   ・UTCIMS の混乱が機構にも影響している。 

 

(5) 来期展開方針 

   ・機構主催の利用者ガイダンスについて、例年同様に機構内の全員と機構外の利用者が確実に受 

    講するよう実施する。 

 ・マニュアルの整備と使用方法のガイダンスや日常的指導による徹底ならびに学生についての指 

導教員自身の自覚と指導の徹底。 

 ・機構内における実験機器や物置等について、引き続きデータベース化を進めるとともに管理者 

を明確にしていく。 

 ・衛生推進者（教員）の早急な養成。 

   ・夜間・休日での在館者の把握をグーグルカレンダーで行うことを継続する。 

・新しい総合研究・実験棟が完成するため、準備と引っ越しを適切に行う。 

・UTCIMS の運用について、環境安全管理室と連携し適切に対応していく。
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II 社会連携活動 

 

１ 社会連携協議会 

概要： 月に1回程度、本機構や西東京市田無庁舎にて開催し、本機構と市民、自治体との社会連携の

あり方、とくに、キャンパス整備後の南側キャンパスでの社会連携活動について意見交換を行っ

ている。 

2019年度活動概要： 

開催日：4月9日、 5月14日、6月11日、7月16日、8月6日、9月3日、10月15日、11月12日、12月17日、

1月14日、2月4日、3月10日（メール会議） 

ホームページ：http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/disclosure/index.html#dis_2 

構成員：公募選出市民委員10名、西東京市、安永円理子准教授、深野祐也助教 

 

２ 社会連携委員会 

概要： 機構の社会連携活動に係わること全般について、報告、審議と意思決定（スタッフ会議審議事

項の決定）。具体的には、観桜会、観蓮会、ホームカミングデイの次年度日程案の策定等。 

2019年度開催概要： 

開催日： 2月26日～3月3日開催（メール審議） 

構成員： 米川智司准教授（委員長）・河鰭実之教授・安村直樹講師・内田圭助教・久保田浩史技術

部長・和泉賢悟技術専門職員・工藤新司技術専門職員・永嶋智明上席係長 

 

３ 社会連携活動 

(1) 農場博物館 

展示物概要： 1878（明治11）年1月に農学校内に開場して以来、駒場農学校、東京農林学校、帝国大

学農科大学附属、東京帝国大学農科大学附属、東京帝国大学農学部附属、東京大学農学部附属、

東京大学大学院農学生命科学研究科附属へと、変遷してきた農場で実際に用いられてきた歴史

的価値が高い農機具などに加え、農学校や農学部などで教材として収集されてきた農機具およ

び教科書などに利用された文化財的価値のある図解や書籍を中心に、「農業」・「食」の原点をテ

ーマとした展示を行っていた。 

運営の特徴： 本博物館は、「東大フィールドボランティア」のサポートによって運営されてきた。

「東大フィールドボランティア」は、2007年の本博物館のオープンに備えて「東大農場ボランテ

ィア」として公募によって組織されたのが発祥で、2010年4月の生態調和農学機構の設立に合わ

せて「東大フィールドボランティア」に改称された。その活動は、博物館ガイド、史料の修復や

展示企画、周辺の美化活動などに加え、ガイド内容の向上に資するための史料の勉強会など、

様々な自主活動を自律したボランティア会をつくって展開していたが、キャンパス整備による

長期通常閉館に伴い2019年12月で解散した。 

2019年度開催概要： 
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開館日：毎週火曜日・金曜日 10：15～14：45 （7月19日迄、以降特別見学のみ） 

開館日数：33日（内特別開館日数：4日（観蓮会等） 

来館者数：969名（累計：38,116名）（10月31日以降集計取り止め） 

 

東大フィールドボランティア会員数30名（2019年4月1日現在）・2019年12月3日解散 

企画展「耕耘
うん

用機械の発達史」 

ホームページ： 

・ http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/museum/ 

・ http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/detail/index.php?id=240 

・ http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/detail/index.php?id=242 

取材・報道等： 

・ パルテノン多摩 歴史ミュージアム「特別展「刀鍛冶と文明開化～明治期・多摩の乞田鍛冶の渡

米に見る海外技術導入～（開催期間：4月20日～7月15日）」に史料3点を有料で貸出 

・ 「「刀鍛冶と文明開化～明治期・多摩の乞田鍛冶の渡米に見る海外技術導入～」（展示図録）」公

益財団法人 多摩市文化振興財団，東京 

・ 「「東大農場博物館」でも七夕飾り」タウン通信6月19日号（ローカル紙），東京 

・ 「東大農場博物館」「イッツ（It’s）」 北多摩 ～15秒動画で町がわかる！～（Web コンテンツ）

https://1510.co.jp/%e6%9d%b1%e5%a4%a7%e8%be%b2%e5%a0%b4%e5%8d%9a%e7%89%a

9%e9%a4%a8/ 

・ 「月刊とれいん」『線路は続くよいつまでも』2020年1月号 No.541, P128-129, 株式会社エリエ

イ, 東京 

・ 「かがくのとも」作家取材 

・ 「農学生命科学図書館デジタルアーカイブ」へ「獨逸農事圖解」および「教草」の検証用デジタル画

像提供 

・ 「東京大学学術資産等アーカイブズポータル」および「東京大学学術資産等アーカイブズリンク集」

へ「農場博物館コレクション」を登録受諾 

担当教職員（農場博物館運営委員会）：米川智司准教授・和泉賢悟技術専門職員・神川翔貴技術専門

職員・工藤新司技術専門職員 

協力：技術部・事務室 

 

(2) ハス見本園 

概要： ̀大賀蓮ˊに名を残している大賀一郎が、東京大学の出身で理学博士の称号も東京大学から授か

っており、その縁もあって、千葉市旧検見川町の発掘地に隣接していた農学部附属緑地植物実験

所で、1965（昭和40）年ころから観賞用ハスの収集と栽培が始められ、観賞用ハス品種の書物の

執筆や、新たな品種の作出にも取り組んできた。その後、2010年に本機構に改組され、ハス見本

園も検見川地区から西東京フィールドへ移転したが、新品種の作出を含めた教育研究は継続さ

れている。本機構発足の年に出願した2品種、ˋ緑地美人ˊが翌2011年に東京大学の名で初めて、
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2016年にˋ月のほほえみˊが品種登録され、200種以上を展示・保存している。附属緑地植物実験所

当時からの観蓮会に加え、2015度から東大フィールドボランティアのガイド活動による開花期

の一般公開を開催している。 

2019年度開催概要： 

一般公開：6月11日（火）～7月19日（金）の毎火曜日・金曜日 8：45～10：45 

公開日数：12日 

来園者数：1,600名（昨年比：28％増） 

観蓮会：7月20日（土）7：00～11：00 

来園者数：565名（前年比：5％減） 

ホームページ： 

・ http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/lotus/ 

・ http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/detail/index.php?id=239 

・ http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/detail/index.php?id=242 

・ http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/detail/index.php?id=244 

担当教職員： 久保田浩史技術部長・石川祐聖技術専門職員・工藤新司技術専門職員・深野祐也助

教・内田圭助教 

協力：技術部・教育研究部・事務室 

 

(3) 観桜会 

概要： 生態調和農学機構の正門通りには、約200m にわたり桜（ソメイヨシノ（染井吉野））が新旧2

列に植樹されている。古い方の桜並木の推定樹齢は約70年で15本あり、新しい方の桜並木の推定

樹齢は約40年で12本ある。本機構では、旧東大農場時代の2000年から、桜の開花時の土曜日・日

曜日の一般公開を行ってきた。 

2019年度開催概要： 

本年度は諸般の事情により中止となった。 

 

(4) 農と食の体験塾 大豆編 

概要：市民の発案で、市民がダイズの播種から収穫までの栽培や調理を体験し、ダイズについて幅広

く学ぶための企画を2014年度から実施している。また、一般品種に加え、在来品種や納豆用など

特別の目的に育種された品種も12系統を合わせて栽培し、品種間の比較を行っている。栽培指導

は、本機構教職員に加え、市民委員である農家や市内の一般農家が行っている。栽培体験だけで

はなく、本機構教職員が講師となって座学も交えている。 

2019年度活動概要： 

参加者数：32名（一般公募）、11名（実行委員）、3名（アドバイスザー）計44名 

実施日および内容： 

5月28日  オリエンテーション 

6月4日  選粒、大豆図鑑作成（多摩六都科学館） 
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6月18日   耕地整備、畝立て、播種（早生6品種） 

7月2日  播種（晩生6品種）、講義1：農薬と害虫防除について（手島英敏技術専門職員） 

7月9日  除草作業、生長観察 

7月17日 除草作業、不織布片付け 

7月30日 除草作業、講義2：栽培化について（深野祐也助教） 

8月6日  土寄せ作業 

8月27日  除草作業 

9月13日  枝豆の収穫と試食、食味試験 

9月24日  早生品種の収穫、乾燥作業 

10月8日 収穫作業、講義3：ポストハーベストについて（安永円理子准教授） 

10月10日 東村山農家見学 

10月15日 大豆収穫 

10月29日 脱穀作業 

11月5日 大豆収穫，脱穀作業，味噌と大豆での調理実習 

11月24日 選粒作業 

12月10日 味噌づくり体験および昨年仕込みの味噌の食味試験 

2月18日 大豆の食味試験、講義4：世界の食・日本の食（二宮正士名誉教授）、修了式 

農と食の体験塾2019「大豆編」： 

 https://www.tamarokuto.or.jp/blog/rokuto-report/category/shizen/farm/ 

 担当教職員：安永円理子准教授・深野祐也助教・手島英敏技術専門職員 

 共催：多摩六都科学館 

 協力：西東京市内農業者、西東京市農地保全協議会関係者、市民実行委員 

 

(5) 東大農場・演習林サマースクール2019，アクティブスクール2019 

概要：小学生及び保護者の希望者を対象に、東大西東京フィールド(農場・演習林)内での体験的学習

活動と大学教員等によるミニ講座を行い、生態調和農学機構(農場)・田無演習林の存在や教育・

研究活動の意義について理解を広め深める一助とするとともに、将来における機構・演習林で

の社会連携事業の実現につなげていくため、キャンパス整備中の制約下での実現可能な範囲で

実施。 

開催日時：2019年7月23日9:30～14:45に機構圃場，10月20日9:00～15:30に田無演習林にて実施． 

講師：安村直樹准教授 

主催：東大農場・演習林サマースクール2019実行委員会、東大農場・演習林アクティブスクール2019

実行委員会、東京大学生態調和農学機構、多摩六都科学館 

担当教員：安永円理子准教授、深野祐也助教、安村直樹准教授 

 

(6) 機構公開セミナー 
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1) 機構学術セミナー「生産農学におけるデータサイエンスの展開と人材育成」 

概要：生態調和農学機構で行われているデータサイエンス研究とその発展の可能性を学内外に広く紹

介することを目指し、今回初めて中島董一郎記念ホールにて機構学術セミナーを開催した。パネ

ルディスカッション（座長；岩田洋佳准教授）では、生産農学研究の経験を積んだデータサイエ

ンティストを日本で育てていくための取り組み等について意見交換を行った。 

開催日時：12月11日（水）午後1時30分～午後5時 

講師：河鰭実之教授、榎宏征 GM（トヨタ自動車）、矢野昌裕首席研究員（農研機構）、郭 威助教、井

澤 毅教授、海津裕准教授 

参加者：80名 

後援：東京大学大学院農学生命科学研究科 生産・環境生物学専攻 

ホームページ：https://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/detail/index.php?id=254 

 

 

(7) 秋の収穫体験会 

概要：本学卒業生とその家族を対象としたホームカミングデイ行事とともに、現教職員とその家族も

対象とした本機構の学内周知向上に資する目的で2014年度から実施している。エコール 辻 東

京の協力の下、食材に本機構産の農作物を使用した昼食を提供している。 

2019年度開催概要： 

開催日：10月19日（土） 

参加者数：卒業生および教職員とその家族46名（前年比：10％増） 

内容：果実の収穫、サツマイモの収穫、トラクタ見学、農場博物館見学 

ホームページ： 

・ http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/detail/index.php?id=250 

・ http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/detail/index.php?id=251 

企画：技術部 

協力：エコール 辻 東京（教員・学生。メニューの策定、調理、給仕等、昼食全般を担当） 

担当教職員：柴田道夫機構長・河鰭実之教授・高田まゆら准教授・本多親子准教授・久保田浩史技術

部長・市川健一郎技術専門職員・曽我竜一技術専門職員・和泉賢悟技術専門職員・白井深雪技術

専門職員・矢津田啓介技術専門職員・神川翔貴技術専門職員・工藤新司技術専門職員・石川祐聖

技術専門職員・石塚暖技術職員・永嶋智明上席係長・林修一係長・大岡聡技能職員 

 

(8) 職場体験 

概要：研究補助や圃場管理等の業務体験機会を毎年提供してきている。 

2019年度開催概要： 

・ 受入校等：西東京市立保谷中学校 2年生 4名 

・ 期間：11月7日（木）～11月8日（金） 
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・ 担当教職員：高田まゆら准教授・深野祐也助教・白井深雪技術専門職員・久保田浩史技術専門職

員・石川祐聖技術職員・工藤新司技術専門職員・大岡聡技能職員・市川健一郎技術専門職員・和

泉賢悟技術専門職員 

 

４ 一般利用 

(1) 旧農場 

火曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）午前9時～午後4時30分に、見学のための公開を行ってお

り、例年は年間約10,000名の来場がある。キャンパス整備のため、1月30日～2023（令和5）年3月（予

定）で、旧作物見本園と対面する桜並木のみ記帳不要で公開している。よって、来場者数は確認して

いない。 

 

(2) 田無演習林 

月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）午前9時～午後4時30分に、見学のための公開を行ってお

り、年間3,000名以上の来場がある。 
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III 技術部 

１ 業務実績 

技術部では、教育・研究支援として基本となる圃場の維持管理の他、学生実習における教育補助

業務としての学生への技術指導と研究者への技術支援を行った。また，研究利用者からの各種要請

に対して、多数の研究支援を行った。 

必要な情報共有のため、毎日の朝礼と月2回の業務調整会議を行い、朝礼では各種会議の報告、

関連事項の周知、各自の当日行う業務と危険を伴う場合のリスクとその軽減策などについて報告し、

業務調整会議は、技術部全員で行い、所属以外のグループの業務進捗状況を把握し、協力予定など

を相互に確認した。 

令和2年度には水田整備が始まり一時的に水田面積が小さくなる事から、実習等の教育利用と研

究利用に支障が無いよう慎重に管理を行う予定である。合わせて機構内の樹木の教育研究利用の価

値を高められるよう、長期間の植栽管理についても検討していく予定である。 

 

２ 教育支援（学生実習技術指導） 

教育支援実施日数は、応用生物学専修31日、農業・資源経済学専修11日、生物・環境工学専修11

日、国際開発農学専修3日、緑地環境学専修17日、フィールド科学専修5日、生命化学・工学専修1日

である。これらの機構主体の実習以外にも、国際農業開発学コース（IPADS）実習の技術支援を行

った。今年度から ICT 実習が新たに始まり、人口密集地域でのドローンの飛行が可能な技術職員を

配置した。始めての実習ではあるが滞りなく実習を行うことができた。 

教育学部附属中等教育学校の総合学習では技術部が主体で指導した。今年は毎週火曜日に担当教

員2名と、生徒の希望者30名が1年間を通して実習した。 

今年度もエコール辻の校外学習にも協力し、30名の2クラス約60名が参加した。 

 

３ 研究支援 

技術部に対する今年度の研究支援依頼は、直接の技術支援以外に、研究用に種子・気象データなど

の試料・資料分譲、種子・株の更新による品種保存、データの管理などもあり、幅広い研究支援を

行った。昨年度、人口集中地区でのドローン飛行に必要な飛行経験を得る研修に3名が参加したた

め、今年度は実際に研究圃場でのドローンによる画像データの取得などの技術支援を行った。GPS

での測量と合わせてより充実した研究支援を行えたと考えている。 

 

４ 社会貢献（詳細はII社会連携活動に記載） 

(1) 西東京市内小学校・中学校への対応 

10月30日～11月1日に保谷中学校の2年生5人の職場体験を受入れ、教育研究部と技術部が分担し

対応した。 

11月29日に芝久保小学校2年生80名の生活科学習の対応で、農場博物館、場内見学の引率を行っ
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た。 

 

(2) 収穫体験会とホームカミングデイ 

イベントで調理を担当してもらうエコール辻東京の学生に当日調理に使う野菜の栽培指導と生

産物の提供を行った。 

 

(3) 実習生産物の販売 

学生実習で栽培した農産物は、機構本館や弥生キャンパスで教職員や地域住民に販売した。今年

度、農薬の誤散布があり、モモの販売を中止することとなった。 

米・果実（ウメ、ブドウ、カキ、クリ、キウイフルーツ）・イモ類（ジャガイモ、サツマイモ）・

観葉植物・ハス花托・花卉（キク）を販売した。農産物販売マニュアルに沿って販売する農産物は、

農薬使用の栽培履歴の表示を行い、品目ごと、栽培履歴の異なる品種ごとにサンプルを3年間保存

している。 

また、学内向けに観葉植物の貸出を行い、２か月ごとに鉢を交換した。 

 

５ 安全衛生 

(1) 実習中の安全対策 

学生実習では事故の防止にため、特に刃物の使用前には入念な指導を行い、幸いにして学生実習

中の事故は発生しなかった。今後とも実習での事故の発生が無いよう気を引き締めて指導を行う予

定である。 

 

(2) 業務中の事故 

今年度は残念ながら2件の事故が発生した。 

運搬車による資材の運搬時に、場内の防音シートの支柱に接触する事故が発生した。一旦停車し

ての周囲の確認、または大きく避けての運転を行うよう注意喚起を行った。 

草かきの研磨中に手を切る事故では、薄手の耐切創手袋の利用の推奨と、必要に応じて固定具の

利用するなどの対応を行うこととした。 

 

(3) 資格取得 

労働安全衛生法や労働安全衛生規則の改正により必要となった講習会等を受講した。 

伐木等の業務では、これまでの特別教育に加え2.5時間の追加教育が必要となったため、林業・木

材製造業労働災害防止協会東京支部より講師を招き講習会を開催した。 

また、墜落制止用器具の使用に特別教育受講が義務化されたため今年度3名が受講した。今後も状

況を見て講習修了者を増やす予定である。 
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(4) 整理、整頓、清掃、清潔 

安全衛生の基本であるこの４S を今年度も心がけた。今年度もイベント前などに機構とアジア研

の教職員、大学院生、学生、研究員等全員で出入り口、居室、講義室等を清掃した。 

 

６ 研修 

各自の技術やコミュニケーション能力の向上と、新分野への挑戦を目指すための情報収集として、

技術を獲得する研修と合わせて幅広く学内外の状況を知るため、学外の講習会や学内の他施設の教

職員が参加する研修に幅広く参加した。 

8月29日に日本獣医生命科学大学で開催された第84回総会・研究集会に技術部全員が参加し他大

学の活動内容を知ることができた。農学生命科学研究科で令和2年年2月27日～28日に開催された農

学生命科学研究科分析グループ研修「バイオ取扱基礎技術（DNA）・マイクロピペットセミナー」

では、研究科の技術職員主体で研修会の企画、調整を行い、機構からも2名が実行委員として企画立

案段階から参画した。附属演習林樹芸研究所で12月12日~13日に開催された⑨農学生命科学研究科

機械技術グループ研修「機械の点検整備と作業安全に関する研修」では、昨年と同様に1名の講師を

派遣した。 

令和2年3月2日に東京都農林総合研究センターで開催された東京フューチャーアグリシステム講

習会に3名が参加し、令和2年度の施設トマト栽培実習での栽培方法を養液栽培に切替えるための準

備を行った。東京都によって開発された高度な栽培環境制御技術の実習への取り込みと合わせて、

今後の研究への応用も期待できる。 

 

(1) 国内研修 

1) 全国大学附属農場協議会 教育シンポジウム「SDGs の達成に貢献する大学農場のフィールド教

育」 

・ 場所：日本学術会議講堂 令和元年5月10日 

・ 参加者：久保田、和泉 

2) 日本植物園協会第 54 回大会  

・ 場所：東北大学 令和元年5月23日～25日 

・ 参加者：石川 

3) 2019 年度北海道東北地区大学演習林等技術職員研修 森林におけるドローンの活用 

・ 場所：附属演習林北海道演習林 令和元年6月10日～14日 

・ 参加者：市川 

4) 第 84 回関東甲信越地区大学附属農場協議会総会 研究集会 

・ 場所：日本獣医生命科学大学 令和元年8月29日 

・ 口頭発表者：久保田 

・ 参加者：白井、市川、手島、曽我、工藤、和泉、矢津田、神川、石川、石塚、大岡 
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5) 第 84 回関東甲信越地区大学附属農場協議会研修会 

・ 場所：JRA 競馬博物館・乗馬センター 令和元年8月30日 

・ 参加者：工藤、曽我 

6) 全国大学附属農場協議会秋季大会 幹事校：宮城大学・東北大学 

・ 場所：アエル仙台 令和元年9月19日～20日 

・ 参加者：市川、石塚 

7) 日本生薬学会 

・ 場所：北里大学薬学部白金キャンパス 令和元年9月22日～23日 

・ 参加者：石川 

8) 令和元年度 技術職員等試験研究・研修会議 

・ 場所：附属演習林田無演習林 令和元年11月5日～6日 

・ 発表者：栗田、相川、久保田、工藤 

・ 参加者：白井、手島 

9) 農学生命科学研究科機械技術グループ研修「機械の点検整備と作業安全に関する研修」 

・ 場所：附属演習林 樹芸研究所 令和元年12月12日～13日 

・ 講師：市川 

・ 参加者：神川 

・ 令和元年度農学生命科学研究科分析グループ研修「バイオ取扱基礎技術（DNA）・マイクロピペ

ットセミナー」 

・ 場所：農学部2号館 令和2年2月27日～28日 

・ 実行委員：白井、曽我 

・ 参加者：石川、手島 

10) 東京フューチャーアグリシステム講習会 

・ 場所：東京都農林総合研究センター 令和2年3月2日 

・ 参加者：市川、矢津田、石塚 

・  

(2) 環境安全関連 

安全ガイダンスおよびトラクターなどの農機の説明会は除く。 

1) 墜落制止用器具のうちフルハーネス型のものを用いて行う業務の特別教育 

・ 場所：コマツ教習所東京 令和元年6月24日 

・ 参加者：市川 

2) 令和元年度東京都農薬安全使用講習会  

・ 場所：国分寺市立いずみホール 令和元年6月25日 

・ 参加者：相川、石川、石塚、手島 

3) 2019 年度「東京大学安全の日」講演会 大学における防火防災 

・ 場所：本郷キャンパス鉄門記念講堂 令和元年7月2日 
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・ 参加者：久保田、市川 

4) 墜落制止用器具のうちフルハーネス型のものを用いて行う業務の特別教育 

・ 場所：コマツ教習所東京 令和元年７月19日 

・ 参加者：矢津田 

5) 墜落制止用器具のうちフルハーネス型のものを用いて行う業務の特別教育 

・ 場所：城東職業能力開発センター 令和元年9月13日 

・ 参加者：工藤 

6) 令和元年度農学生命科学研究科機械グループ研修 

・ 場所：附属演習林樹芸研究所 令和元年12月12日～13日 

・ 参加者：市川（講師）、神川 

7) 伐木等の業務（則第 36 条第 8 号）特別教育  

・ 場所：コマツ教習所東京 令和元年12月19日～20日 

・ 参加者：石塚 

8) 関東甲信越地区大学附属農場協議会技術研修会（農業機械の安全講習） 

・ 場所：農林水産省農林水産研修所つくば館水戸ほ場 令和元年12月19日～20日 

・ 参加者：工藤、曽我 

9) 伐木等の業務（補講イ）2.5 時間講習 伐木等の業務特別教育修了者を対象とした補講 

・ 場所：生態調和農学機構 令和2年1月16日 

・ 参加者：栗田、久保田、市川、手島、工藤、曽我、和泉、矢津田、神川、石川、石塚、大岡 

10) 東京都農薬管理指導士更新研修 

・ 場所：武蔵野公会堂 令和2年2月14日 

・ 参加者：久保田、矢津田 
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７ グループ別活動概要 

(1) 作物チーム１ (市川・曽我・和泉・手島) 

1) 年度当初の問題点と対応 

①水田 

・ コンクリート水路の劣化。整備待ち 

②果樹 

・ 鳥害：1号圃のカキにカラス対策の為、防鳥ネットを張った。 

・ 獣害：新設果樹苗の誘引用ヒモをタヌキに切断されたため、入り口に電気柵を設置した。 

2) 年度内に新たに生じた問題点と対応 

①水田 

・ 大型の台風→防鳥網を一斉に交換して対応。 

・ 台風で支柱が曲がった→交換。 

・ 水田整備のため次年度使用できる水田の枚数が減少→30a 水田を畔で区切って対応。 

②果樹 

・ 台風により2号圃モモネットの天幕が損壊したため、撤去・張替えを行った。 

・ 台風により2号圃モモが折損・倒伏したため、撤去・牽引を行った 

・ 1号圃カンキツ、イチヂク、2号圃クリ、カキの間引き、およびチッパー処理を行った。 

・ 2号圃クリ、A3ハウス内カンキツの移植を行った。 

・ 2号圃カキの捕植を行った。 

3) その他 

・ 職場体験対応 

・ 関甲信参加（日本獣医生命科学大学8月29日～30日） 

・ ホームカミングデイ対応（10月19日） 

4) 令和 2 年度活動目標 

・ 研修会等への参加 

・ 奨励研究への応募 
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(2) 作物チーム２ （白井・矢津田・神川・石塚） 

1) 年度当初の問題点 

・ 売却予定地の除草等管理作業量は当初より軽減できたものの、土地の売却が進まず、売却までの

期間は管理を継続する必要があり、引き続き負担となる。 

2) 解決できた問題点・その方法 

・ 新たに石塚技術職員が当チームに加わったことにより、当チーム全体の業務処理能力が高まっ

た。これに伴い、売却予定地の管理について負担が多少軽減された。 

3) 解決できなかった問題点とその理由 

・ 売却予定地の除草等管理作業量は当初より軽減できたものの、売却までの期間は管理を継続す

る必要があり、そもそも責務のない業務に労力を割かれるという状況に変わりはない。 

4) 年度内に生じた問題点とその対応 

・ 台風によるハウスの損傷→その都度、修繕 

・ 台風・豪雨による10－11月期の3号圃・5号圃の浸水のため、実習や研究用の作物に大きなダメ

ージを被った←これまでの対策に限界 

 両圃場ともこれまでもサブソイラーで深耕する等、圃場の透水性を向上・維持させて対策して

いた。一方、以前から浸水が起こり易かった３S 圃は、以前よりも浸水する面積や期間が拡大し

ている。理由として、①隣接地に格納庫や調製施設が完成し雨水を吸収・透過させる面積が大幅

に減少②逃げ場を失った雨水対策のための設備が昨今の異常気象に対処しきれていないなどが

考えられる。このため、次年度は、①高畝栽培→浸水しても作物に影響が及ばないようにする②

粗めの耕起→土壌の透水性を保ち、耕盤が浅いところにできないようにする、の2対応を加える

予定だが、a)圃場のかさ上げ b)排水施設の増設・強化 c)使用圃場の変更などの抜本的な対応が

必要。 

 

5) その他特筆すべき点 

・ 辻調理師専門学校(エコール辻東京)の実習として野菜の栽培指導を行い生産物を提供した 

・ 東京大学教育学部附属中等教育学校の実習対応 

・ 職場体験への対応 

・ 田無演習林の全木調査への支援 

・ 台風・強風による折れ枝・落ち枝の処理 

・ 機械グループ研修への対応 

6) 令和 2 年度活動目標 

・ 各種研修会への参加と必要に応じて資格の取得 

・ 奨励研究への応募 

・ 農薬の適期散布 
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(3) 園芸・緑地チーム （石川・工藤） 

1) 年度当初の問題点 

・ ハス品種について取り違いが起きている品種（不明品種）が数品種存在している 

・ ハス見本園の栽培枡で地下茎が隣の枡に伸び品種が混雑した箇所があった 

2) 解決できた問題点・その方法 

・ 混雑が起きた枡は、植替え時に廃棄し鉢栽培の個体を植え戻した 

・ 解決できなかった問題点とその理由 

・ 取違いが起きた品種は同定が困難 

3) 年度内に生じた問題点とその対応 

・ ハス見本園の枡に人が倒れこむ事故があったため、公開期間中は注意喚起の張り紙をした 

・ キャンパス整備の工事範囲に実習用の樹木が含まれているため、必要分を精査して撤去または

移植を検討する。 

4) その他特筆すべき点 

①資料提供依頼に対応 

・ ハス種苗の分譲（大船フラワーセンター・東南植物楽園・豊橋みどりの協会・広島市植物園・府

中市・神代植物公園） 

・ パピルス（東京大学附属中学校） 

・ ガジュマル（昆虫遺伝学研究室・学習院大学理学部） 

・ レンコンのサンプル（東京大学園芸学研究室） 

・ ハスの根と土壌サンプル（茨城県農業総合センター） 

②研究支援依頼に対応 

・ 花ハス遺伝資源のレンコン形質に関する多様性解析と優良系統の探索(東京大学 松澤ら)石川・

工藤が共著 

・ 高田准教授の「ハスと訪花昆虫」に関する調査に協力 

・ 樋口講師(東京大学園芸学研究室)の「高機能性レンコンの探索」に協力 

・ 研修・発表 

・ 日本植物園協会「花ハス品種‘緑地美人’と‘月のほほえみ’および交配親の開花特性」石川発表 

・ 日本生薬学会「国産ハスの蓮肉および蓮子心の評価」石川発表 

・ 園芸学会「花ハス遺伝資源の開花に関する特性評価」工藤発表 

5) 社会貢献・その他 

・ ハス見本園で一般公開(6/11～7/19の火曜・金曜)、観蓮会(7/20)を実施 

・ ハス見本園の見学対応(グリーンサロン) 

・ 東京都神代植物公園で「江戸の園芸植物 蓮」の講演(7/15)を行った 

・ 農学部3号館前と UTCC にハス（月のほほえみ、緑地美人）を展示した（6月5日～8月2日） 

・ 職場体験の受け入れ（11/8） 

・ レンタルグリーンサービスを実施（合計2,100,000円を機構予算に振替え） 
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・ ハスの植替え用土をリサイクルするため、ハス見本園の用土置き場の客土を行った 

6) 令和２年度活動目標 

①ハス品種の遺伝資源保存・研究 

・ 植替え、水管理など適切な維持管理を行い品種特性について情報収集を行う 

②観賞用植物（A5、A6ハウス）の栽培管理 

・ 植替え、灌水など適切な維持管理を行う 

・ 学内におけるレンタルグリーンサービスを継続して行う 

③樹木見本園・日本庭園の維持管理 

・ 選定、草刈りなど適切な維持管理を行う 

④9号圃（草地）の維持管理 

・ 草刈りなど適切な維持管理を行う 

⑤教育・研究 

・ 樋口講師(東京大学園芸学研究室)の「高機能性レンコンの探索」に協力 

・ 高田准教授の「ハスと訪花昆虫」に関する調査に協力 

・ ハスの開花特性調査について調査結果をまとめ発表する 

・ ハス由来の生薬（蓮肉）の品質評価について調査結果をまとめる（千葉大学と共同） 

・ 東南植物楽園（沖縄県）で大賀蓮とキバナバスの試験栽培を実施する 

・ コルヒチンによるハスの倍数体作出について検討する 

・ The Tea Company 株式会社とハスの香りについて共同研究を行う（調整中） 

⑥社会貢献・その他 

・ ハス見本園で観蓮会を開催する 

・ 東京都神代植物公園で「江戸の園芸植物 蓮」の講演を行う 

 

(4) 森林チーム  (栗田・相川) 

1) 年度当初の問題点 

・ 見学路付近の枯れ枝、掛り枝が見学者に落下するおそれがある． 

・ 昨年度の台風で傾斜した観測鉄塔が使用できなくなった。 

2) 解決できた問題点・その方法 

・ 見学路付近の枯れ枝、掛り枝を高枝のこぎり、スローライン、高所作業車で処理をした。 

・ 8月26日～9月10日に請負にて観測鉄塔の撤去工事を行った。 

3) 解決できなかった問題点とその理由 

特になし 

4) 年度内に生じた問題点とその対応 

・ 9月9日に通過した台風15号の影響で、倒木8本程度と幹折れ、大枝折れの他、落枝多数が発

生したが、外部への被害はなかった。ポプラとソメイヨシノの大径木が傾斜して見学路に倒

伏する危険があったため、前後の見学路を通行止めとし、9月24, 25日に請負で伐採した。 
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・ 10月12日に通過した台風19号とその後の雨で東側見学路が冠水し、3週間程度見学路を通行

止めとした。土嚢を積んで水の流入を軽減し、砕石を敷いた。 

5) スズメバチの巣を 5 か所発見したがハチ刺されの災害は無かった。いずれも直営で駆除し、戻り

バチが来なくなるまで立入規制を行った。その他特筆すべき点 

・ 2019年11月5～6日に令和元年度技術職員等試験研究・研修会議が田無演習林にて行なわれた。

企画、準備、運営等を担い、充実した研修を行うことができた。 

・ 2019年11月から2020年2月にかけて、5年に1回行う全木調査を行った。学生や他組織の職員の

協力を得て、安全に実施することができた。 

・ 2020年2月12～14日の3日間で高所作業車を利用し、見学路沿いを主とした、掛り枝、枯損枝の

処理を行った。 

・ 2020年2月21日にカエデ見本林とブナ科見本林の説明看板を設置した。 

 

6) 平成 31 年度活動目標 

・ 苗畑を有効利用するための計画を立てる。 

・ 見学路を主とした枯損枝の処理と枯損木の伐倒 

・ 民地にかかる支障木の伐採（田無演習林教育研究計画 施業10年目） 

・ GIS による苗畑や林地の管理履歴の作成と、タブレットによる樹木位置図の活用 

・ 見学者や研究利用者向けの看板の整備 

・ 越境木・枯損木伐採跡地への植栽計画を検討する。 

・ 第5期教育研究計画（2021～2030）の策定を進める。 

・ 新規の技能補佐員が採用されるため、安全教育を行う。 

・  

 

(5) 機械管理グループ （工藤・市川・曽我・神川・栗田） 

1) 令和元年度の主な活動内容 

・ 定期打ち合わせ（業務調整会議後）。 

・ 機械整備、故障対応、発注対応。 

・ 機械類更新時の機種選定。 

2) 年度当初の問題点と対応 

①[機械の更新・購入] 

・ エンジン式小型チェーンソーを小型電動式チェーンソーに更新。 

・ エンジン式背負い式動噴を電動式背負い動噴に更新。 

・ けん引式スプレーヤを新規購入。 

・ ナイロンカッター専用刈払い機に更新。 

②[機械更新希望] 

・ カルチパッカーの著しい経年劣化→道路横断に対応した直装式に更新希望。 
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・ 道路横断に対して安全性に疑問がある、耐用年数や作業時間を超えた機械類の更新。 

・ 縮小した圃場対応した機械のダウンサイジング。 

3) 年度内に生じた問題と対応 

・ 高圧洗浄機ケルヒャーのフィルターキャップの交換。 

・ 運搬車ライガーのターンシグナルの交換。 

・ 各トラクターと作業機の不具合部品の交換。 

4) その他 

・ チッパーを田無演習林と牧場に貸出した。 

・ 小型ショベル・ホイールローダー・フォークリフトの特定自主点検。 

5) 令和２年度活動目標 

・ 定期打ち合わせ。 

・ 機械整備、故障・発注対応。 

・ 作業機を装着したトラクターの公道走行基準に適合した、機械の更新・安全装置の取り付け・大

型特殊自動車、けん引免許資格の取得を行う。 

・ 南側キャンパスに配置する機械類の選定と、保管場所の確保。 
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(6) 安全衛生グループ （白井・和泉・矢津田・大岡・相川）  

1) 令和元年度の主な活動内容 

・ 安全標語ポスターの作成・掲示：ほぼ季節ごと、作業内容の変わる節目 

・ ハチトラップ製作・設置・回収、屋上のアシナガバチの巣撤去。 

・ リスクアセスメント実施 

・ 毎月の定期的な清掃を機構教職員・学生等に呼びかけ全員で実施。整理整頓に心掛けた。 

・ 安全ガイダンスと運搬車講習会の講師 

2) 1）によって達成できた事項 

・ 相当のスズメバチやアシナガバチを捕獲した 

・ 日常の危険要因を把握し、安全作業徹底 

3) 1）によって達成できなかった事項・反省点 

特になし 

4) 年度内に生じた問題点とその対応 

特になし 

5) 令和 2 年度活動目標 

・ 安全標語ポスターの作成・掲示 

・ ハチトラップ製作・設置：7月～10月に2回程度 

・ 毎月の全体清掃 

・ 安全ガイダンスと運搬車講習会の講師 

・ 各機械の「取り扱い注意」カードの紛失チェック 

・ ＭＳに沿った安全対策等の徹底 
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(7) 技能向上グループ （手島・相川・市川・神川・石川・石塚） 

1) 平成 31（令和元）年度の主な活動内容 

・ 定期会合：月1回程度全体会議前に実施 

・ 学内および学外の研修案内 

・ 総合技術本部技術職員研修企画委員会および農学生命科学研究科技術部研修委員会からの研修

情報の伝達 

2) 年度内に生じた問題点 

特になし 

3) その他特筆すべき点 

・ 石川技術専門職員が日本植物園協会と日本生薬学会で、工藤技術専門職員が園芸学会（令和2年

度春季大会は中止）で発表をした。 

・ 日本獣医生命科学大学で開かれた、第84回関東・甲信越地域大学農場協議会総会及び研究集会・

研修会で口頭発表し、久保田技術専門職員が最優秀発表賞を受賞した。 

・ 全国大学附属農場協議会秋季大会において、市川技術専門職員が、「農業機械に関する整備・安

全管理・操作方法の指導とフィールド農学研究への応用」への貢献により、農場技術賞を受賞し

た。 

・ 伐木等の業務特別教育修了者を対象とした補講である補講イ2.5時間講習が外部から講師を招い

て開催された。 

・ 第3回東京大学技術発表会がコロナウィルス感染拡大防止のため中止された。 

4) 令和２年度活動目標 

・ 東京大学教室系技術職員学外技術研修後期への応募 

・ 東京大学技術職員研修（全学的および部局的な集団研修）への応募 

・ 日本学術振興会 科学研究費補助金 奨励研究への応募 

5) その他 

なし 
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IV 圃場・施設利用 

１ 農場・緑地 
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(1) 圃場利用 

1) 作物見本園 

圃場名 目的 作物名等（品種名等） 栽培面積

（ａ） 

栽培期間 備考 

見本園 社会貢献 ヒマワリ 10 6～9 西東京市共同事業 

（見本園休止） 

 

2) 区分圃場 

圃場名 目的 作物名等（品種名等） 栽培面積 

（ａ） 

栽培期間 備考 

１ 研究・ 

教育 

カキ（前川次郎・さえふじ・

平核無・貴秋） 

10 2006/12～ 

 

実習（応用生物学専

修、農業・資源経済

学専修） 

ホー ムカミング デ

ー、 

中学生職場体験 

附属中学校実習 

教育 

 

ウメ（鴬宿、紅さし、藤五郎、

高田豊後、八房の梅、甲州最

小、竜峡小梅） 

8 2014/12～ 

すだち、かぼす、ゆず、柚香 3 2015/4～ 

クリ（紫峰、神鍋、利平、ぽ

ろたん） 

4 2015/3～ 

教育 キク（全26品種） 2 2015/8～ 

 

実習（応用生物学専

修） 

研究 野草 1 2016/4～ 

通年 

（山田）9号圃より

移設 

２Ｎ 研究 チガヤ 20 4～2018/3 （山田） 

在来植物 1.5 4～2018/3 （山田） 

２Ｓ 教育・研

究 

モモ（秀峰・黄ららのきわ

み・黄貴妃・黄金桃・白鳳・

あかつき・友黄・日川白鳳・

ちよまる・ふくおとめ・はつ

おとめ） 

27 2015/3～ 実習（応用生物学専

修、農業・資源経済

学専修、国際実習） 

ホー ムカミング デ

ー，附属中学実習 

ブドウ（巨峰・ピオーネ・シ

ャインマスカット・高尾・キ

ャンベルスアーリー・甲州・

ハニーシードレス・リザマ

ート・ゴルビー・彩雲・ダー

9 2015/3～ 

2016/5～ 

実習（応用生物学専

修、農業・資源経済

学専修、国際実習） 

ホー ムカミング デ

ー，附属中学実習 
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クリッジ）  

教育 カキ（前川早生次郎・平核

無・大核無・早秋・太秋・富

士・禅寺丸・朱雀錦） 

14 2015/3～ ホー ムカミング デ

ー 

附属中学実習   

リンゴ（ふじ、王林、ふじぽ

ん、王林ぽん） 

3 2015/3～  

クリ（紫峰、神鍋、利平、ぽ

ろたん） 

13 2015/3～ ホー ムカミング デ

ー 

びわ（田中） 7 2016/12～   

キウイ（ヘイワード・紅妃） 7.7 2015/3～ 

 

 

キウイ（香緑・ジャンボイエ

ロー・センセーションアッ

プル・孫悟空・早雄） 

2017/3～  

３Ｎ 教育 ソバ（信濃1号）  8～11 実習（応用生物学専

修、農業・資源経済

学専修、生物・環境

工学専修） 

コムギ（さとのそら） 25 2016/11～6 

オオムギ（イチバンボシ・ユ

メサキボシ、カシマゴール・

ハヤドリ2） 

25 2016/11～6 

研究 麦類 10 2016/11/10～6 農学 国際専攻（ 岡

田） 

麦類 2 2016/12/28 ～

6/23 

放射 線植物生理 学

研究室（田野井） 

トウモロコシ（KD777New） 78 7/11～11/13 （加藤） 

コムギ（さとのそら） 78 11/～ （加藤） 

３ＮＥ 維持管理  5   

３ＮＥ 研究 防災研究所雲レーダー 0.5 通年 独立行政法人防災科

学技術研究所 

３Ｍ 

 

研究 ソラマメ野生種 12 2016/10～5/31 （佐々木） 

コムギ（さとのそら） 26 2016/11/30 ～

6/16 

（加藤） 

トウモロコシ（KD777New） 42 7/11～11/07 （加藤） 

コムギ（さとのそら） 32 

 

11～ （加藤） 
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教育 ダイコン（夏のきざし）・エ

ダマメ（快豆黒頭巾）・その

他野菜 

4 4/19～7/5 

 

実習（応用生物学専

修、生物・環境工学

専修） 

スイカ（紅こだま）・メロン

(TF パンナ・プリンス)・と

うもろこし(ゴールドラッシ

ュ ・ ゴ ー ル ド ラ ッ シ ュ

NEO)・カボチャ(バターナ

ッツ)・ズッキーニ(オーラ

ム・ダイナム) 

4/3～7/31 

ブロッコリー（ピクセル）・

大根（耐病総太り）・レタス

（極早生シスコ）・その他野

菜 

4 9/27～12/13 実習(応用生物学専

修、農業・資源経済

学専修) 

キャベツ(しずはま２号・お

てがるキャベツ・サラダキ

ャベツ)・レタス(晩中レッド

ファイヤー・極早生シスコ)・

ブロッコリー(スバル)・ミニ

白菜(タイニッシュ) 

8/25～1/4 

維持管理 エンバク（ニューオーツ） 

 

6 

 

5/19～7/24  

エンバク（ニューオーツ） 

 

6 10/11～  

３Ｓ 教育 ジャガイモ(メークイン・男

爵・キタアカリ) 

6 3～7 実習（応用生物学専

修、生物・環境工学

専修） 

サツマイモ（ベニハルカ・ベ

ニアズマ） 

5 5～10 実習（応用生物学専

修、農業・資源経済

学専修） 

野菜類 1 5/1～12/4 辻調理師学校 

耕うん実習 10 4/15 

6/6 

6/7 

9/27 

11/8 

実習（応用生物学専

修、農業・資源経済

学専修、生命化学・工

学専修・農学国際） 
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麦類（ユメシホウ・セトデュ

ール・イチバンボシ・ユメサ

キボシ・ハヤドリ2・カシマ

ゴール） 

10 11/30～ 実習（応用生物学専

修、農業・資源経済

学専修、生物・環境

工学専修） 

研究 ダイズ（品種多数） 4 5～12 （郭） 

コムギ（さとのそら） 4 12～ （深野） 

３ＳＥ 研究 

維持管理 

野菜類 1 4～2018/3 新領 域創成科学 研

究科（橋田） 

  藻類 1 4～2018/3 生物 科学専攻 （ 寺

島） 

４ＥＳ 研究 イネ（品種多数） 1.5 7～8 （加藤） 

維持管理  4   

4.5 

４ Ｅ Ｍ

Ⅰ 

研究 トウモロコシ 5 7～12 （佐々木） 

イネ（品種多数） 5 6～11 

４ Ｅ Ｍ

Ⅱ 

研究 コムギ（さとのそら） 12.5 2016/11～6/20 （佐々木） 

４ 天 水

田 

維持管理  10   

４ＷＭ 維持管理  30   

４ＷＳ 研究 トウモロコシ 8 6～11 生産・環境生物学専

攻作物学研究室（山

岸） 

４ＷＮ 維持管理  30   

５ＭＳ 維持管理  35  休耕 

５ＭＮ 研究 コムギ 15 ～6/15 （山岸） 

トウモロコシ 7/10~10/18 

コムギ 11/17～ 

５ＥＮ 維持管理  30  休耕 

５ＥＳ 教育 果樹（ブドウ・モモ） 25 2005/3～ 実習（応用生物学専

修、生物・環境工学

専修、国際開発農学

専修）、附属中学校 

教育 キウイフルーツ 6 2010/12～ 実習（応用生物学専



IV 圃場・施設利用  

 

 

 

 

39 

修）、中学生職場体

験 

６ 維持管理  ヒマワリ(ハイブリットサン

フラワ・サンゴールド） 

25 7/3～10/6  

ライ麦(ハルミドリ)・菜種

（菜の花） 

20 10/27  

８ 

 

教育 課題別学習実習圃 10 4～2018/3 教育 学部附属中 等

教育学校 

教育 

 

トマト・ダイコン 1 5～7 実習（応用生物学専

修） 

研究 キャベツ・トマト 4 4～2018/3 農学 国際専攻国 際

植物 資源科学研 究

室（宮沢） 

研究 

 

ダイズ 20 6～10 生産・環境生物学専

攻作物学研究室（青

木） 

研究 コムギ（さとのそら） 20 11～ （深野） 

研究 キクイモ・ヒマワリ 4 4/28～12/10 （深野） 

研究 ヒマワリ 10 5/2～8/22 生圏 システム学 専

攻（曽我） 

社会貢献 ダイズ 3 4～2018/3 社会連携協議会 

研究 江戸野菜等 7 4～2018/3 （手島）・（安永） 

 緑化樹木（多品種） 12 通年 実習（緑地環境学専

修） 

９ 

 

 緑化樹木（サカキ） 1 通年 実習（緑地環境学専

修） 

研究 樹木類 30  キャンパス整備中 

１０ 維持管理 草地 30  売却予定 

１１ 維持管理    キャンパス整備中 

１２ 維持管理 総合研究棟用地 

都道用地 

   

水田 A 研究 イネ（品種多数） 10 5～12 生産・環境生物学専

攻栽培学研究室（根

本） 
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水田 B 研究 イネ（コシヒカリ） 3.6 5～11 新領域・環境システ

ム（吉田） 

水田 C 教育 イネ（品種多数） 7 6～12 

6～12 

 

実習（応用生物学専

修）、採種 

研究 

研究 

2.5 （佐々木） 

0.5 （加藤） 

水田 D 研究 イネ（品種多数） 10 5～12 （佐々木） 

水田 E 研究 イネ（品種多数）[水稲] 5 5～12 アジ ア生物資源 環

境研 究センター ／

地域 資源評価研 究

室（鴨下） 

イネ（品種多数）[陸稲] 5 

苗代 研究 

教育 

イネ（こがねもち） 2 5～9 実習（応用生物学専

修）、採種 

水田Ⅰ 研究 

教育 

 

イネ（コシヒカリ・関東 HD2

号） 

30 5～10 実習（応用生物学専

修、農業・資源経済

学専修、生物・環境

工学専修、国際開発

農学専修、緑地環境

学専修、フィールド

科学専修）、採種 

水田Ⅱ 

 

研究 

教育 

イネ（品種多数） 1 5～11 

 

放射 性同位元素 施

設放 射線植物生 理

学研究室（田野井） 

イネ（品種多数） 

 

15 生産・環境生物学専

攻作物学研究室（青

木） 

イネ（関東 HD2号） 13 実習（応用生物学専

修） 

水田Ⅲ 研究 イネ（品種多数） 5.4 5～11 

 

（佐々木） 

9 生産・環境生物学専

攻育種学研究室（伊

藤） 

7.8       生産・環境生物学専

攻植物栄養・肥料学

研究室（藤原） 
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4.8 

 

理学系研究科生物科

学専攻（平野） 

水 田 畑

地 

維持管理  6.6   

化学圃 維持管理  4.8  休耕 

花 ハ ス

見 本 園

（ 旧 化

学圃） 

維持管理 

研究・教

育 

ハス（多品種） 9 通年 実習（応用生物学専

修、生物・環境工学

専修、緑地環境学専

修） 

園芸 学研究室（ 樋

口） 

花 ハ ス

見 本 園

（ 旧 精

密圃） 

維持管理 

・教育 

ハス（多品種） 19 通年 実習（応用生物学専

修、生物・環境工学

専修、緑地環境学専

修） 

廃止 

苗圃 維持管理    キャンパス整備中 

ト ラ ク

タ 練 習

場 

維持管理    キャンパス整備中 

 

3) 施設園芸 

 

圃場名 目的 作物名・（品種名） 栽培面積

（ａ） 

栽培期間 備考 

A-1号 

ハウス 

教育・研

究 

稲作 

イネ 1.9 

 

4～2018/3 育苗・穀物乾燥 

A-2号 

ハウス 

教育・研究 

蔬菜 

トマト（麗夏）、ミニトマ

ト(ペペ、イエローアイ

コ)、コマツナ、ハツカダイ

コン、ミズナ、ホウレンソ

ウ、チンゲンサイ、カブ

（あやめ雪） 

1.9 4～2018/3 土耕利用・実習（応

用生物学専修、農

業・資源経済学専

修、生物・環境工学

専修）、農学国際専攻

国際情報農学研究室

（溝口）、教育学部附
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属中等教育学校 

A-3号 

ハウス 

教育・研究 

果樹 

カンキツ（宮川早生、あす

み、ベルガモット、みは

や、ロコブロンコ）・キウ

イ（センセーションアップ

ル、ヘイワード、紅妃、ジ

ャンボイエロージョイ、香

緑）・ブドウ（巨峰） 

1.9 通年  

A-4号 

ハウス 

研究 

 

ソルガム（品種多数） 1.9 5～2018/3 生産・環境生物学専

攻植物分子遺伝学研

究室（堤） 

ネズミムギ・タイトゴメ・

メキシコマンネングサ 

4～10 緑地創成学研究室

（大黒） 

ビートほか 10～2018/3 （郭） 

ダイズ 5～2018/3 生産・環境生物学専

攻（岩田） 

A-5号 

ハウス 

教育・研

究 

園芸緑地 

観葉植物（多品種）・ 

ガジュマル 

1.9 通年 実習（緑地環境学専

修）、生産・環境生物

学専攻 昆虫遺伝研

究室（嶋田） 

A-6号 

ハウス 

教育・研

究 

園芸緑地 

観葉植物（多品種）・ガジ

ュマル・クワ 

1.9 通年 実習（緑地環境学専

修）、生産・環境生物

学専攻 昆虫遺伝研

究室（嶋田） 

A-7号 

ハウス 

教育 

キク 

キク（35品種+育成中品種

多数） 

1.9 通年 実習（応用生物学専

修，中学生職場体

験） 

B-1号 

ハウス 

研究 イネ 0.7 4～11 （佐々木） 

B-2号 

ハウス 

研究 緑化植物（多品種） 0.7 4～10 緑地創成学研究室

（大黒） 

B-3号 

ハウス 

研究 熱帯果樹 0.7 4～2018/3 （安永） 

B-4号 

ハウス 

研究 山野草 0.7 4～2018/3 （山田） 

10～2018/2 （小山） 
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B-5号 

ハウス 

教育・研究 野菜類（苗） 0.7 4～2018/3 育苗・（安永）、農学

国際専攻国際植物資

源科学研究室（宮

沢） 

B-6号 

ハウス 

貸与 観葉植物 0.7 通年 理学部植物園 

 

(2) 圃場施設利用実績一覧 

  所属 利用目的 利用圃場等 利用開始日 利用終了日 

1 
生圏システム学専

攻 
保全生態学実習 

畑 水田 

果樹園  

緑地  

2019/5/14 2019/9/18 

2 緑地環境学専修 緑地環境実地実習 

畑 水田 

果樹園  

緑地 温室 

2019/4/10 2020/1/22 

3 
農業・資源経済学

専攻 
農作業実習 

畑 水田 

果樹園  

緑地 

2019/6/8 2019/12/19 

4 
生物・環境工学専

攻 
生物・環境工学フィールドワーク 

畑 水田 

果樹園  

緑地 

2019/4/5 2019/9/27 

5 農学国際専攻 農場実習 

畑 水田 

果樹園  

緑地  

2019/6/6 2019/9/19 

6 
生産・環境生物学

専攻 

フィールド農学基礎実習 フィールド農学

応用実習 

畑 水田 

果樹園  

緑地  

2019/4/10 2020/1/22 

7 応用生命化学専攻 生命化学・工学実習 

畑 水田 

果樹園  

緑地  

2019/6/10 2019/6/10 

8 
生物・環境工学専

攻 
フィールド農学基礎実習 8号圃 2019/4/17 2019/7/8 

9 生態調和農学機構 鳴き声の定点観測によるカエルの活動判定 
水田および

周辺 
2019/4/1 2020/3/31 

10 
生産・環境生物学

専攻 

家蚕の遺伝実験用のクワの栽培、および桑

園管理手法の研究 

5号圃桑園 

  
2019/4/1 2020/3/31 

11 
新領域創成学研究科 

環境システム学専攻 

営農型太陽光発電を踏まえた水稲栽培にお

ける遮光影響の実証研究 
8号圃 2019/4/1 2020/3/31 

12 生態調和農学機構 
農場博物館の運営を通じた農業技術史・農

業教育史および社会連携の研究 

農場博物館

および周辺  
2019/4/1 2020/3/31 
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13 
生産・環境生物学

専攻 
イネの生産性および収量形成に関する研究 

水田    

収納舎 
2019/4/1 2020/3/31 

14 
生産・環境生物学

専攻 

薬剤処理によるブドウの無核化現象の分子

機構解明のため 
果樹園 2019/4/1 2020/3/31 

15 生態調和農学機構 
農業とアートを複合した活動が社会的支援

を必要とする人たちに与える効果と影響 

8号圃  

B5温室  
2019/4/1 2020/3/31 

16 
理学系研究科 

附属植物園 
植物園温室改修期間中の鉢物管理 B6ハウス 2019/4/1 2019/9/30 

17 
附属生態調和農学

機構 

低濃度除草剤散布に対する雑草群集の生態

的・進化的応答の検証および応用生物・緑

地・フィールド専修の実習圃場 

3号圃 2019/4/1 2020/3/31 

18 生態調和農学機構 
ハス花の訪花昆虫相と花托発熱との関係調

査 

花ハス見本

園  
2019/5/15 2019/9/30 

19 
生圏システム学専

攻 
施肥管理の違いが各種生物相に及ぼす影響 3号圃 2019/4/1 2020/3/31 

20 生態調和農学機構 
堆厩肥連用と深耕継続が物質循環、生物相

と作物生産へ及ぼす影響の長期観測 
3号圃 2019/4/1 2020/3/31 

21 
生圏システム学専

攻 
リン資源保全型イネの作出 水田 2019/4/1 2020/3/31 

22 農学国際専攻 

作物モデルの生育パラメータ決定を目的と

した途上国向け新焼成リン肥料に対する作

物の施用反応の解明 

5号圃 2019/5/15 2019/11/30 

23 生態調和農学機構 輪作に適したダイズ品種の選抜 5号圃 2019/6/1 2019/7/31 

24 
生産・環境生物学

専攻 
秋の集中実習(9月10日)用イネの栽培 水田 2019/4/26 2019/9/10 

25 
生産・環境生物学

専攻 
植物の環境ストレス耐性機構の解明 3号圃 2019/4/1 2019/12/31 

26 生態調和農学機構 
耕起に対する雑草群集の生態的・進化的応

答 

B1温室、4

号圃 
2019/4/1 2020/3/31 

27 生態調和農学機構 
LED 植物工場による農作物生産に関する研

究 

人工気象室

建設予定地 
2019/4/1 2020/3/31 

28 農学国際専攻 マルチの効果の検討 8号圃 2019/4/1 2020/3/31 

29 生態調和農学機構 
ドローンを用いた育種栽培圃場用の高精度

画像取得技術開発 
全域 2019/4/1 2020/3/31 

30 生態調和農学機構 

ダイズのゲノム-表現型関連解析のための

栽培試験とリモートセンシングによる表現

型計測システムの開発 

3号圃 2019/4/1 2019/10/30 

31 生態調和農学機構 
収穫後の果実の着色を促進させる技術を開

発する 

調整施設予

冷庫 
2019/4/1 2020/3/31 

32 生態調和農学機構 モモの候補品種の品種識別 果樹園 2019/4/1 2020/3/31 
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33 
生圏システム学専

攻 

種多様性に配慮したシバ・チガヤ型モデル

草地のモニタリング 

2号圃  

B4温室 
2019/4/1 2020/3/31 

34 生態調和農学機構 モモの果肉の褐色変化の要因の解明 
果樹園  

本館暗室 
2019/4/1 2020/3/31 

35 応用生命化学専攻 
玄米中ミネラル成分の評価および影響する

遺伝子の単離 
水田 2019/5/13 2019/10/31 

36 生態調和農学機構 
ブドウにおける栽培条件とジベレリンの動

態との関係解明 

果樹園    

A3温室 
2019/4/1 2020/3/31 

37 応用生命科学専攻 
農耕地からの一酸化二窒素ガス発生を削減

する技術の開発 

3号圃 旧

肥料庫 
2019/4/1 2019/9/30 

38 生態調和農学機構 熱帯果樹の栽培に関する研究 B3温室 2019/4/1 2020/3/31 

39 
生産・環境生物学 

専攻 

ソルガムの子実収量に関連する GWA 解

析・QTL 解析のための多系統収量評価 
A4温室 2019/4/1 2020/3/31 

40 生態調和農学機構  

堆厩肥連用と深耕継続が物質循環、生物相

と作物生産へ及ぼす影響の長期観測 

※NO20とは別件内容 

3号圃 2019/4/1 2020/3/31 

41 
生産・環境生物学

専攻 

カイコ近縁種における寄主選択機構の研究

に使うガジュマルの栽培 
A6温室 2019/4/24 2019/12/6 

42 
生産・環境生物学

専攻 

エリサンとシンジュサンの飼育用の食餌植

物の栽培 
5号圃桑園 2019/4/1 2020/3/31 

43 農学国際専攻 
有機物マルチによる土壌硬度低下のメカニ

ズムの解明 
3号圃 2019/4/1 2020/3/31 

44 
生産・環境生物学

専攻 

カイコ・クワコの飼育・実験用のクワの栽

培 
5号圃桑園 2019/4/1 2020/3/31 

45 生態調和農学機構 イネの直播栽培における出芽性改善の研究 水田 2019/5/1 2019/10/31 

46 生態調和農学機構 
肥料要素欠乏畑フィールドにおける作物生

産調査 
3号圃 2019/4/1 2020/3/31 

47 生態調和農学機構 
イネ科作物の土壌肥沃度への生長応答に関

する研究 
3号圃 2019/4/1 2020/3/31 

48 生態調和農学機構 
極早生水稲品種を用いた再生稲生産に関す

る予備試験研究 
水田 2019/4/1 2019/10/31 

49 
理学系研究科 生物

科学専攻 

イネの発生と形態形成に関する発生遺伝学

的研究 
水田 2019/5/1 2019/10/31 

50 生態調和農学機構 日長感受性晩生イネ保存系統の栽培 B1温室 2019/4/1 2019/11/30 

51 生態調和農学機構 
医農食連携における高齢者の QOL 改善に

資する取り組み 

B5温室 8

号圃  
2019/4/1 2020/3/31 

52 
生圏システム学専

攻 

里山エリアにおける草本植物種多様性の向

上に向けた「コアパッチ」のモニタリング 

里山生態系

教育研究林 
2019/4/1 2020/3/31 

53 
生産・環境生物学

専攻 

震災時に人命を守る自生食用植物の都市型

圃場「防災植物園」の創造 
3号圃 2019/4/1 2020/3/31 
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54 生態調和農学機構 農と食の体験塾2019 大豆編  

8号圃 学

生宿舎 収

納舎  

2019/5/1 2020/3/31 

55 
国立研究開発法人 

防災科学技術研究所 
雲レーダーによる雲観測のため 圃場 2019/4/1 2020/3/31 

56 農学国際専攻 

国際開発専修農業実習 栽培方法が土壌硬

度に与える栄養・ミニトマトとキノコの昆

作 

旧肥料庫 2019/4/1 2020/3/31 

57 生態調和農学機構 高精度環境観測と作物三次元形態測定 A4温室 2019/4/1 2019/10/31 

58 
生圏システム学専

攻 

半自然型モデル草地における土壌・植物体

サンプルの長期保存のため 
旧肥料庫 2019/4/1 2020/3/31 

59 
アジア生物資源環

境研究センター 

センシング技術によるイネのうち窒素利用

効率の改良に関する研究 
水田 温室 2019/4/25 2019/10/31 

60 
アジア生物資源環

境研究センター 

イネの根の太さと水管理と乾燥ストレスへ

の応答に関する研究 
水田 温室 2019/4/10 2019/12/31 

61 生態調和農学機構 
フィールドフェノミクス研究に関するフィ

ールド計測器・屋外用資材の一時保管 
旧肥料庫 2019/4/1 2020/3/31 

62 
生産・環境生物学

専攻 
イネの変異体の栽培と調査 水田 2019/5/10 2019/10/1 

63 
生産・環境生物学

専攻 

イネの各種農業形質を対象とした QTL 研

究 
水田 2019/4/10 2019/10/31 

64 
生態調和農学機構 

春夏作 

生態調和農学機構内で展開している長期フ

ィールド試験研究（３M 号圃・３N 号圃）

に関連する研究資材の保管 

旧肥料庫 2019/4/1 2020/3/31 

65 生態調和農学機構 
耕起に対する雑草群集の生態的・進化的応

答 
旧肥料庫 2019/4/1 2020/3/30 

66 
教育学部附属中等

教育学校 
総合学習 

畑・水田・

果樹園 
2019/4/1 2020/3/31 

67 
生物・環境工学専

攻 
ロボット草刈機の開発 

圃場内の通

路等 
2019/4/1 2020/3/31 

68 
生圏システム学専

攻 

バッタ科昆虫とイネ科草本を用いた採餌実

験に必要な餌植物を採取する。 

5号圃・里

地里山 
2019/05/08 2019/12/01 

69 
生圏システム学専

攻 

屋上緑化における CAM 植物の混植による

他種の成長の促進効果機構の解明 
ハウス 2019/05/07 2019/09/30 

70 生態調和農学機構 農場の生物観察・調査・記録 862 圃場内 2019/05/07 2020/3/31 

71 生態調和農学機構 西東京市大気汚染測定(二酸化窒素) 圃場内 2019/06/03 2019/11/29 

72 生態調和農学機構 ペカンの栽培適応性の調査  1号圃 2019/05/07 2020/03/31 

73 
生圏システム学専

攻 

耕起および除草管理の違いが昆虫に及ぼす

影響の評価 
3号圃 2019/05/15 2020/03/31 

74 生圏システム学専 サンドブラスティングとソルトスプレー処 ハウス 2019/06/01 2019/10/31 
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攻 理が砂丘侵入植物の生育に及ぼす影響866 

75 農学国際専攻 
ネギの間作による夏作ほうれん草の品質向

上に関する研究 
3号圃 2019/05/29 2020/3/31 

76 生態調和農学機構 ペカン挿し木の発根率の調査 温室 2019/05/29 2019/12/27 

77 生態調和農学機構 
農地生態系に生息する斑点カメムシ類の個

体群動態の解明 
圃場内 2019/06/20 2019/11/30 

78 生態調和農学機構 ハス及び観葉植物の記録写真の撮影 ハス見本園 2019/07/01 2019/09/30 

79 生態調和農学機構 新型プランター作業機性能試験 8号圃 2019/07/02 2019/07/31 

80 
生産・環境生物学

専攻 

樹液・熟果に集まるコガネムシ類の生態に

関する研究 
圃場内 2019/07/17 2019/09/30 

81 
生産・環境生物学

専攻 

キボシカミキリ外部形態の性的二型に関す

る研究 
5号圃 2019/07/17 2019/11/30 

82 
生物・環境工学専

攻 
水稲の窒素吸収に与える影響の解明他 4号圃 2019/07/29 2019/10/31 

83 
生物・環境工学専

攻 
果樹園に対応したロボット草刈機の開発 果樹園 2019/07/31 2020/02/28 

84 生態調和農学機構 
「昆虫と節足動物の生物学」生態調査体験

実習 
水田 2019/08/26 2019/08/26 

85 生態調和農学機構 
ドローン空撮を用いた野菜の全個体識別に

よる収穫日の最適化 
5号圃 2019/09/01 2020/03/30 

86 
生圏システム学専

攻 

雑草管理の違いが昆虫相に及ぼす影響の評

価 

3号圃  5

号圃 
2019/08/01 2020/03/31 

87 
工学系研究科・技

術経営戦略学専攻 

営農型太陽光発電を踏まえたイネ・アシタ

バの生育における遮光影響の実証 
8号圃 2019/09/05 2020/03/31 

88 応用生命科学専攻 
農耕地からの一酸化二窒素ガス発生を削減

する技術の開発 
3号圃 2019/09/30 2020/03/31 

89 応用生命科学専攻 
農耕地からの一酸化二窒素ガス発生を削減

する技術の開発  資材の保管 
倉庫 2019/09/30 2020/03/31 

90 
アジア生物資源環

境研究センター 
土壌生物性の比較試験 草地 2019/09/20 2020/03/31 

91 生態調和農学機構 都市緑地の生物群集の調査研究 
5号圃・里

地里山 
2019/10/10 2019/10/11 
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２ 田無演習林 
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(1) 圃場施設利用実績一覧（田無演習林） 

  所属 利用課題 利用開始日 
利用終了

日 

1 農学国際専攻 幼竹バインダーレスマテリアルの開発 2019/4/1 2019/5/31 

2 アジア生物資源環

境研究センター 

サクラ属における雑種不和合性に関与する遺伝

子の探索 

2019/4/1 2019/6/19 

3 附属演習林 Ambrosia and bark beetles, and their 

isolated fungi on maple in relation to tree 

weakening 

2019/4/1 2019/12/3

1 

4 学外 天蚕・柞蚕の飼料樹としてのクヌギの植栽と利

用 

2019/4/1 2020/3/31 

5 学外 演習林内生物（動植物）観察・調査・記録 2019/4/1 2020/3/31 

6 森林科学専攻 コンテナ苗の伸長成長抑制技術開発 2019/4/1 2020/3/31 

7 附属演習林 クロカタビロオサムシの飼育実験 2019/4/1 2020/3/31 

8 附属演習林 田無演習林におけるアカボシゴマダラの発生状

況について 

2019/4/1 2020/3/31 

9 附属演習林 フウ樹の果実から発生するクロサイワイタケ属

菌の生態解明 

2019/4/1 2020/3/31 

10 附属演習林 病虫害による大量枯死が森林生態系の CO2放出

におよぼす影響の解明（分担） 

2019/4/1 2020/3/31 

11 森林科学専攻 森林土壌学実験 2019/4/17 2019/4/17 

12 森林科学専攻 森林科学基礎実習 I，森林科学基礎実習 III 2019/4/17 2019/9/11 

13 アジア生物資源環

境研究センター 

土壌生物相の評価 2019/4/17 2020/2/28 

14 附属演習林 Effects of ethylene and jasmonate on 

induction of gum/resin duct formation 

2019/4/24 2019/9/30 

15 附属演習林 暗色雪腐病罹病苗の解剖学的研究 2019/4/24 2020/3/31 

16 森林科学専攻 スギとアーバスキュラー菌根菌との共生関係の

解明 

2019/4/26 2020/3/31 

17 附属演習林 全学体験ゼミナール「都市の緑のインタープリ

ター養成－子どもに伝える自然体験－」 

2019/5/11 2019/6/2 

18 森林科学専攻 五月祭植木市 2019/5/15 2019/5/15 

19 附属演習林 ピットホールトラップを使った地表徘徊性甲虫

相の調査 

2019/5/20 2019/10/2

5 
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20 森林科学専攻 卒業論文「局在する高価値資源を巡る昆虫の種

内・種間競争」 

2019/5/23 2019/10/3

1 

21 学外 環境モニタリングロボットの視覚機能に関する

研究 

2019/6/1 2020/3/31 

22 学外 大気汚染測定 2019/6/6 2019/6/7 

23 附属演習林 森林遺伝育種学の講義で使用するポプラ葉の採

取 

2019/6/6 2019/7/16 

24 森林科学専攻 森林科学基礎実習Ｉの実習材料準備 2019/6/10 2019/6/10 

25 アジア生物資源環

境研究センター 

田無演習林に出現する菌類（キノコ）相の同定に

関する研究 

2019/7/1 2019/9/30 

26 附属演習林 東京大学田無演習林に生息するコウモリ類の基

礎研究 

2019/7/10 2019/7/12 

27 アジア生物資源環

境研究センター 

ベニタケ属（Russulaceae, Russula）の菌根苗作

成に関する研究 

2019/7/11 2019/9/30 

28 アジア生物資源環

境研究センター 

南京農業大学との交流 2019/7/20 2019/7/20 

29 アジア生物資源環

境研究センター 

林床のリターの有無が菌根菌子実体の出現に与

える影響 

2019/8/9 2019/3/31 

30 附属演習林 樹木の防御応答を誘導するシグナル物質の機能

解明 

2019/8/13 2020/3/31 

31 附属演習林 台湾亜熱帯林におけるキクイムシと寄主植物の

群集構造 

2019/8/15 2021/3/30 

32 森林科学専攻 教養学部全学自由研究ゼミナール「昆虫と節足

動物の生物学」に関連した昆虫の野外実習 

2019/8/23 2019/8/26 

33 附属演習林 台湾大学サマースクールによる見学 2019/8/31 2019/8/31 

34 附属演習林 サワラ腐朽材内における菌類の分布特性 2019/9/2 2019/3/31 

35 附属演習林 ダケカンバ葉の乾燥重量測定 2019/9/11 2019/9/11 

36 附属生態調和農学

機構 

体験活動プログラム「都内でも農林作業フィー

ルドワーク体験」 

2019/9/13 2019/9/13 

37 学外 講義「現代社会と環境」のテーマ「森林の生態系

サービス」 

2019/9/24 2019/9/26 

38 附属演習林 トドマツ葉の乾燥重量測定 2019/10/9 2019/10/9 

39 学外 日本ペドロジー学会ペドロジスト・トレーニン 2019/11/7 2019/11/7 
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グコース（下見） 

40 アジア生物資源環

境研究センター 

環境調和特別演習 持続可能な農林畜水産業 

１．環境負荷 

2019/11/13 2019/11/1

3 

41 アジア生物資源環

境研究センター 

土地改良及び士地再利用技術について 2019/11/22 2019/11/2

2 

42 附属演習林 教養学部全学体験ゼミナール「森のエネルギー

を使いこなす」 

2019/12/14 2019/12/1

4 

43 附属演習林 千葉で育成したトドマツの乾燥重量測定 2020/1/6 2020/3/31 

44 学外 日本ペドロジー学会ペドロジスト・トレーニン

グコース（予備調査） 

2020/1/7 2020/1/7 

45 附属生態調和農学

機構 

緑地環境実地実習 2020/1/22 2020/1/22 

46 附属演習林 千葉演習林で選抜した抵抗性クロマツ候補木の

抵抗性評価 

2020/1/27 2020/1/27 

47 附属演習林 シカ非嗜好性植物の生理生態学的特性の解明 2020/1/27 2020/1/27 

48 生物材料科学専攻 樹木における二酸化炭素同化産物の輸送と材形

成に関する研究 

2020/1/31 2020/1/31 

49 附属演習林 針葉樹苗の熱傷害に関する研究 2020/2/19 2020/3/4 

50 附属技術基盤セン

ター 

杉玉制作用杉材についての情報収集・杉枝剪定

実習・田無演習林の技術職員との情報交流 

2020/3/24 2020/3/24 
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V 教育活動 

 

１ 農場・緑地 

(1) 実習 

1) 科目 

専修・専攻 科目名等 単位 受講者数 期間および日数 

応用生物学専修 フィールド農学基礎実習 4 13 S1,SP,A1,A2,金曜日，計24日 

農業・資源経済学専修 農作業実習 1 38 6月9日，A1A2木曜日午後，計12日 

生物・環境工学専修 生物・環境工学フィールドワー

ク 

1 1 水曜日，S1午後，SP午前，計11日 

国際開発農学専修 農場実習 1 21 6月6日～6月8日，9月20日 

応用生物学専修 フィールド農学応用実習 1 13 7月9日～7月13日 

緑地環境学専修 緑地環境実地実習 3 6 S1SPA1A2水曜日，計17日 

緑地環境学・フィールド科

学専修 

保全生態学実習 2 16 SP，計5日 

生命化学・工学専修 生命化学・工学実習 （2） 48 6月11日 

国際開発農学専攻 

国際農業開発コース

（IPADS） 

夏作物管理学の一部 （2） 9 S1-A1，木曜日，計4日 

冬作物管理学の一部 （2） 17 A1-SP，木曜日，計5日 

 

2) 実習内容 

項目名 担当教員 担当技術職員 

フィールド

農学基礎・

応用実習 

緑地環境実

地演習 

生物・環

境工学フ

ィールド

ワーク 

農作業実習 農場実習 
保全生態学

実習 

圃 場 試 験

実習 

[生測]・加藤

洋一郎 
曽我竜一・手島英敏 ✓      

イネ 加藤洋一郎 曽我竜一・手島英敏 ✓  ✓ ✓ ✓ ✓ 

ムギ・ソバ 加藤洋一郎 
久保田浩史・矢津田

啓介 
✓  ✓ ✓ ✓  

果樹 
河鰭実之・本

多親子 

市川健一郎・和泉賢

悟 
✓  ✓ ✓ ✓  

トマト 河鰭実之 
矢津田啓介・神川翔

貴 
✓  ✓ ✓ ✓  
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養液栽培  矢津田啓介・神川翔

貴 
  ✓    

露地野菜 深野祐也・ 
矢津田啓介・神川翔

貴 
✓  ✓ ✓ ✓  

作業安全 米川智司 

久保田浩史・市川健

一郎・和泉賢悟・矢津

田啓介・神川翔貴・工

藤新司・石川祐聖 

✓ ✓ ✓ ✓   

耕耘 米川智司 

久保田浩史・市川健

一郎・和泉賢悟・矢津

田啓介・神川翔貴・工

藤新司・石川祐聖 

✓  ✓ ✓ ✓  

農業機械 米川智司 

久保田浩史・市川健

一郎・和泉賢悟・矢津

田啓介・神川翔貴・工

藤新司・石川祐聖 

✓  ✓ ✓ ✓  

サ ツ マ イ

モ 
河鰭実之 

久保田浩史・矢津田

啓介 
✓   ✓   

ジ ャ ガ イ

モ 
[作物] 

矢津田啓介・久保田

浩史 
✓      

         

キク [園芸]  
白井深雪・曽我竜一・

手島英敏 
✓      

ハス 
[園芸]・河鰭

実之 
工藤新司・石川祐聖 ✓ ✓ ✓    

栄養診断 
[植分]・河鰭

実之 

市川健一郎・白井深

雪 
✓      

栽培植物 [作物] 
曽我竜一・手島英敏・

久保田浩史 
✓      

植 物 病 理

実習 
[植病・植医] 

市川健一郎・白井深

雪 
✓      

土 壌 生 態

系 
[栽培] 

市川健一郎・和泉賢

悟・久保田浩史 
✓ ✓     

土 壌 の 物

理性 
米川智司 

市川健一郎・久保田

浩史・神川翔貴 
✓      
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桑園管理 [昆遺] 工藤新司・石川祐聖 ✓      

昆虫 [応昆] 工藤新司・石川祐聖 ✓      

畑地雑草 
深野祐也・内

田圭 
工藤新司・石川祐聖 ✓ ✓    ✓ 

水田雑草 内田圭 曽我竜一・手島英敏 ✓ ✓    ✓ 

         

植物同定・

植生調査・

緑 地 植 物

管理 

内田圭 石川祐聖・工藤新司  ✓     

水田昆虫 高田まゆら 曽我竜一・手島英敏  ✓    ✓ 

農薬管理 河鰭実之 
和泉賢悟・久保田浩

史 
✓      

つ く ば 見

学 
[育種]  ✓      

都 市 型 農

業見学 

[栽培]・河鰭

実之 
 ✓   ✓   

気象 加藤洋一郎 
矢津田啓介・神川翔

貴 
    ✓  

         

  

生命化学・工学実習 

項目名 担当教員 担当技術職員 

ガイダンス 妹尾啓史・藤原 徹・河鰭実之  

環境土壌学実習 土壌圏科学研 石川祐聖・白井深雪・久保田浩史 

植物栄養生理学実習 
植物栄養･肥料学研・植物分子生理研・

植物機能工学研 
石川祐聖・白井深雪・久保田浩史 

農作業基礎実習（農作業機体

験） 
河鰭実之・本多親子 

手島英敏・曽我竜一・市川健一郎・矢津田

啓介・神川翔貴・工藤新司・石塚暖 

 

 

(2) 大学院講義 

講義名 担当教員 学期 単位 受講者数 

生産生態学演習Ⅰ 河鰭実之・米川智司・安永円理子・高田 通年 4 2 
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講義名 担当教員 学期 単位 受講者数 

まゆら・加藤洋一郎・本多親子・矢守航 

生産生態学演習Ⅱ 
河鰭実之・米川智司・安永円理子・高田

まゆら・加藤洋一郎・本多親子・矢守航 

通年 
4 2 

生産生態学特別実験Ⅰ 
河鰭実之・米川智司・安永円理子・高田

まゆら・加藤洋一郎・本多親子・矢守航 

通年 
6 2 

生産生態学特別実験Ⅱ 
河鰭実之・米川智司・安永円理子・高田

まゆら・加藤洋一郎・本多親子・矢守航 

通年 
6 2 

生産・環境生物学特別演習 
河鰭実之・米川智司・安永円理子・高田

まゆら・加藤洋一郎・本多親子・矢守航 

通年 
10 5 

生産・環境生物学特別実験 
河鰭実之・米川智司・安永円理子・高田

まゆら・加藤洋一郎・本多親子・矢守航 

通年 
10 5 

耕地生圏生態学演習 高田まゆら・本多親子（分担） 通年 4 2 

耕地生圏生態学特別演習 高田まゆら・本多親子（分担） 通年 8 2 

生圏システム学実験･研究 高田まゆら・本多親子（分担） 通年 12 2 

生圏システム学特別実験･研究 高田まゆら・本多親子（分担） 通年 12 2 

耕地生圏生態学 高田まゆら・本多親子 A１A2 2 2 

生産・環境生物学特別講義 加藤洋一郎（分担） 通年 2 22 

生圏システム学特論 
高田まゆら（分担）・本多親子（分担）・深野祐也

(分担) ・内田 圭(分担) 
冬 2 18 

食の科学ゼミナールⅠ（食と

人間） 

（学部科目：食の安全研究） 

安永円理子（分担） A1A2 2 34 

 

(3) 学部（農学部、教養学部） 

講義名 担当教員 学期 単位 受 講 者

数 

教養学部  農学総合科

「放射線環境学」 
安永円理子（分担） A1A2 2 69 

教養学部 農学総合科 

「食の安全科学」 
安永円理子（分担） A1A2 2 178 

教養学部 総合科目「ア

グリバイオロジー」 

加藤洋一郎（分担１

回） 
A1 1 45 

全学自由研究ゼミナー

ル「農作物を知る」 

河鰭実之・安永円理

子・米川智司・深野祐
S1, S2 1 44 
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講義名 担当教員 学期 単位 受 講 者

数 

也・高田まゆら・細井

文樹・内田圭・加藤洋

一郎・本多親子・海津

裕・柴田道夫・郭威 

全学自由研究ゼミナー

ル「昆虫と節足動物の生

物学」 

高田まゆら（分担）、深

野祐也（分担） 
A1 1 34 

持続的植物生産学 米川智司 A2 1 25 

ストレス生物学 河鰭実之・加藤洋一郎 A2 1(2) 54 

園芸学 I 河鰭実之（分担） A1 ２ 36 

農学リテラシー 河鰭実之（分担） 集中 2 226 

卒業論文（応用生物学専

修） 

河鰭実之・米川智司・

安永円理子・高田まゆ

ら・本多親子・加藤洋

一郎 

通年 8 2 

卒業論文（国際開発農学

専修） 
加藤洋一郎 通年 8 1 

卒業論文（生物・環境工

学専修） 
河鰭実之・安永円理子 通年 8 2 

 

(4) 他大学講義 

講義名 担当教員 開講日 受講

者数 

明治大学大学院園芸植物生理学特論I，II 河鰭実之 毎週土曜日（全

30回） 

５ 

中央大学理工学部人間総合理工学科環境エネル

ギー・自然誌実習 

高田まゆら 前期毎週火曜日

（全14回） 

580 

東京農工大学大学院農学研究院 

生物生産科学フロンティア講義Ⅹ 

加藤洋一郎 8月5日 12 

東京農工大学統計解析演習 深野祐也   
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講義名 担当教員 開講日 受講

者数 

北京大学 光合成生理生態学研究の最前線 矢守 航 11月5日 60 

日本女子大学 理学セミナー 矢守 航 10月30日 30 

 

 

(5) 学位論文 

 

1) 博士論文 

 

 

2) 修士論文 

軽部泰一朗 「ナノバブル水の養液栽培への利用に関する研究」 

          （生産・環境生物学専攻 指導教員 河鰭実之） 

 

 

3) 卒業論文 

田中 周  「果実における褐変化の多様性とその生態学的な機能」 

          （生産・環境生物学専修 指導教員 河鰭実之） 

 

藤原 崚  「低温貯蔵と1-MCP 処理が赤果肉リンゴの果肉色に及ぼす影響」 

          （生産・環境生物学専修 指導教員 本多親子） 

 

井戸 優果 「農業療法が高齢者の生活の質の向上に及ぼす影響」 

          （生物・環境工学専修 指導教員 安永円理子） 

 

 

 

２ 田無演習林 

(1) 実習 

 

専修・専攻 科目名 単位 受講者数 期間および日数 

教養学部前期課程 全学体験プログラム「都市

の緑のインタープリター

2 3 5月11日、5月25日、6月2

日 
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養成―子どもに伝える自

然体験―」 

教養学部前期課程 全学自由研究ゼミナール

「昆虫と節足動物の生物

学」 

2 6 8月23日，8月26日 

教養学部前期課程 全学体験プログラム「森の

エネルギーを使いこなす」 

2 3 12月14日 

森林生物科学専修・ 

森林環境資源科学専修 

森林土壌学実験  5 4月17日 

森林生物科学専修・ 

森林環境資源科学専修 

森林科学基礎実習Ｉ 2 16 4月17日、5月22日、9月11

日 

森林生物科学専修・ 

森林環境資源科学専修 

森林科学基礎実習III 2 16 5月22日、9月11日 

緑地環境学専修 緑地環境実地実習 3 6 1月22日 

研究科共通科目 農林水畜産業と環境負荷 1 15 11月13日 

 

項目名 担当教員 担当技術職員 

全学体験プログラム「都市

の緑のインタープリター養

成―子どもに伝える自然体

験―」 

楠本大・安村直樹・竹本周平 相川美絵子・栗田直明 

全学自由研究ゼミナール

「昆虫と節足動物の生物

学」 

松尾隆嗣・久保田耕平・星崎杉

彦 

 

全学体験プログラム「森の

エネルギーを使いこなす」 

安村直樹・齋藤暖生・當山啓介 栗田直明 

森林土壌学実験 丹下健・黒河内寛之・益守眞也・

鈴木智之 

 

森林科学基礎実習I 福田健二・黒河内寛之・加賀谷

隆・龍原哲・久保田耕平・益守

眞也・白石則彦・楠本大・久本

洋子・中島徹・當山啓介・竹本

周平・丹下健・松下範久・藤原

章雄 

相川美絵子・栗田直明 

森林科学基礎実習III 福田健二・黒河内寛之・加賀谷

隆・龍原哲・久保田耕平・益守

相川美絵子 
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眞也・白石則彦・中島徹・鈴木

智之・丹下健・松下範久 

緑地環境実地実習 内田圭・郭威・高田まゆら・大

黒俊哉・寺田徹・橋本禅・土屋

一彬 

相川美絵子・栗田直明・石川祐聖・工

藤新司 

農林水畜産業と環境負荷 鴨下顕彦・則定真利子・小島克

己・河鰭実之・山田晋・齋藤暖

生・竹本周平・高野哲夫・藤原

章雄・練春蘭 

 

 

 

(2) 講義 

 

1) 大学院（森林科学専攻、生圏システム学専攻） 

講義名 担当教員 学期 単位 受講者数 

国際森林学特論 
安村直樹・齋藤暖生・當山啓

介 
A2 2 10 

森林圏生態社会学演習 安村直樹（分担） S1A1A2W 4 2 

生圏システム学実験･研究 安村直樹（分担） S1A1A2W 12 5 

森林科学特別実験 安村直樹（分担） 通年※ 10 20 

森林科学特別演習 安村直樹（分担） 通年 10 20 

森林生態社会学特別演習 安村直樹（分担） S1A1A2W 8 0 

生圏システム学特別実験･研究 安村直樹（分担） 通年 12 5 

森林生態圏管理学特別演習Ⅱ 安村直樹（分担） 通年 12 0 

森林生態圏管理学特別実験Ⅱ 安村直樹（分担） 通年 8 0 

  ※すべてのターム（S1・SP・A1・A2・W）にわたっているものを通年と略す 

 

2) 学部（農学部、教養学部） 

講義名 担当教員 学期 単位 受講者数 

森林生態圏管理学 安村直樹・楠本大（分担） S1・S2 2 28 

森林環境科学汎論 安村直樹（分担） A1A2 2 75 

森林資源と木材利用 安村直樹（分担） A1A2 2 170 

教養学部 全学体験活動プログラム

「都市の緑のインタープリター養成

－子どもに伝える自然体験」 

楠本大・安村直樹・竹本周

平 

S 2 3 
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講義名 担当教員 学期 単位 受講者数 

教養学部 全学体験活動プログラム

「スギとヒノキ」 

安村直樹（分担） S2 2 3 

教養学部 全学体験活動プログラム

「森のエネルギーを使いこなす」 

安村直樹（分担） A2 2 3 

森林政策学 安村直樹（分担） S1・S2 2 20 

森林科学基礎実習Ⅳ 安村直樹（分担） S1・S2 2 15 

森林政策学演習 安村直樹（分担） S1・S2 2 4 

森林科学基礎実習I 竹本周平（分担） S1・S2 2 16 
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VI 研究活動 

 

１ 研究の概要 

生態調和農学機構の理念のもと，生物多様性や環境に配慮した農業生態系管理，環境変動に対応した

作物栽培技術，持続的な植物生産など，世界的な重要課題を解決すべく，情報・社会研究領域，農林生

態系研究領域，生物・物質循環研究領域を置き，それぞれの観点から研究を展開している． 

 

２ 主な研究課題 

(1) 生産環境農学 

・ 作物栽培システムの持続性に関する多面的評価 

・ 不良環境における気候変動適応稲作技術開発 

・ 紫外線ストレスに関する研究 

・ 持続可能な植物工場に関する研究 

・ 多様な花のかたちを決める分子機構に関する研究 

・ ナノバブルの農業利用に関する研究 

・ ドローン空撮測定と作物試験の融合：混植や輪作に適したダイズ品種の探索 

・ モモにおける果肉褐変化の要因解明 

・ 収穫後のリンゴ果実に対する着色促進技術の開発 

・ 赤果肉リンゴにおける着色変動要因の解明 

・ 無核化処理がブドウ果実に及ぼす影響の解明 

・ 光合成系の環境応答メカニズムの解明 

・ 植物工場における作物生産システムの開発 

・ 様々な環境下における光合成と物質生産能力の強化に関する研究 

(2) 森林圏科学 

・ シカの農作物採食がシカ個体群動態に与える影響の解明 

・ 土壌病原菌である白紋羽病菌 Rosellinia necatrix および類縁菌の分類と生態に関する研究 

・ 北海道における林業用苗木生産の季節性とその緩和策 

・  

(3) 農業工学 

・ 植物フェノタイピングのための深層学習の学習データ作成最適化に関する研究 

・ ドローン画像解析による圃場高速フィールドフェノタイピングのための要素技術開発 

・ ドローン空撮写真を利用したもも樹の樹冠フェノタイピングによる栽培指針の改良 

・ 芽生えに焦点を当てた植物種自動識別技術の開発 

・ 深層学習を用いた作物器官の検出，計数および生育期間判定技術の開発 

・ 果実の収穫後環境の最適化に関する研究 
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(4) 多様性生物学・生態学・環境学 

・ ハス花の発熱・恒温性の機能の解明：訪花昆虫との関係に注目して 

・ 孤立した農地生態系における斑点米カメムシ類の個体群動態の解明 

・ 東北における斑点米カメムシ類発生の時空間的変動パターンの解明 

・ 半自然草地造成後の微生物相モニタリング 

・ 耕起に対する雑草の生態的応答 

・ 大量の血統登録データの網羅的解析と動物園管理への応用 

・ 都市と農地における雑草の急速な進化と雑草防除への影響 

(5) 社会経済農学 

・ Web 検索データを使った生物への市民の関心の時空間的動態の定量化 

・ 医農食連携における高齢者の QOL 改善に資する研究 

・ 農業とアートを複合した活動が社会的支援を必要とする人たちに与える効果と影響 

・ 農業技術史（農業機械史・農業教育史）に関する研究 

・ 農作業安全に関する研究 

 

３ 生態調和農学機構教員の研究業績 

(1) 原著論文 

1) Adachi S, Tanaka Y, Miyagi A, Kashima M, Tezuka A, Toya Y, Kobayashi S, Ohkubo S, Shimizu 

H, Kawai-Yamada M, Sage RF, Nagano AJ & Yamori W. (2019) High-yielding rice Takanari has 

superior photosynthetic response under fluctuating light to a commercial rice Koshihikari. Journal 

of Experimental Botany, 70, 5287-5297. 

2) Banayo NPMC, Mabesa-Telosa RC, Singh S, Kato Y* 2019. Improved early season management 

of Sub1 rice varieties enhances post-submergence recovery and yield. Experimental Agriculture 55, 

105－116. 

3) Bautista EG, Gagelonia EC, Abon JE, Corales AM, Bueno CS, Banayo NPMC, Lugto RV, Suralta 

RR, Kato Y* 2019. Development of hand tractor-mounted seed drill for rice-based cropping 

systems in the Philippines. Plant Production Science 22, 54－57.  

4) Corales AM, Santos RC, Banayo NMC, Bueno CS, Johnson DE, Kato Y* 2019. Dissemination 

pathways for drought-tolerant rice cultivars: a farmer-participatory evaluation in the Philippines. 

World Development Perspectives 15, 100131.  

5) Desai, S. V., Lagandula, A. C., Guo, W., Ninomiya, S., & Balasubramanian, V. N.* (2019). An 
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MPE: Extraction of quality microplot images for UAV-based high-throughput field phenotyping, 

MLCAS2019, 11~12 th, September, 2019, Ames, U.S.A. 

38) Yasunaga, E., Nakano, K., Mahayothee, B., Khuwijitjaru, P., Fukuda, S., & Spreer, W. (2019). 

Quality changes during ripening of mango (Mangifera indica L. ’Nam Dok Mai’) under different 

temperature conditions. 2019 International Joint Conference on JSAM, SASJ and 13th CIGR VI 

Technical Symposium FWFNWG and FSWG workshops, 3-6 September, Hokkaido University, 

Sapporo, Japan. 

 

(4) 招待講演 

1) 深野祐也 (2020) 生態学は意外と農学で役に立つかも～種子散布・急速な進化・ニッチモデリン

グと農場研究の接点～ 九州大学, 1 月 27 日 

2) 深野祐也 (2020) 絶滅危惧種への関心を増やすには？ 八王子ネイチャートーク, 1 月 25 日 

3) Guo W., (2019), Image sensing and machine learning for high throughput plant phenotyping. 3rd, 

December 2019. Special Lecture at Tomas Bata University in Zlín, Zlín, Czech Republic. 

4) Guo W., (2019), Introduction of hardware and new technologies for Plant Phenotyping. 2nd 

November 2019, IPPS2019 Training Course, Nanjing, China. 

5) Guo W., Madec, S., (2019), Wheat phenotyping using multiscale sensing and machine learning. 

18th October 2019, 14th Triticeae Meeting of Japan, Tottori, Japan. 

6) Guo, W., Ninomiya, S.,(2019) Plant Phenotyping by Drone Images and AI, APFITA2019, 29th 

October ~ 1st November 2019, FengChia, Taiwan. 

7) 郭威(2019). 画像センシングと機械学習技術を活用した植物フェノタイピング，情報処理学会第

217 回 CVIM 研究発表会，2019 年 5 月 31 日，東京，日本. 

8) Kawabata S. (2019). The overview of the Japanese horticultural industry and research. Special 
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Lectures in 2019 Annual Spring Conference of the Korean Society fot Horticulutral Sicence, May 

22-25, 2019  

9) Kono M, Yamori W, Terashima I (2020) Roles of far-red light in efficient photosynthesis in 

fluctuating light. 日本植物生理学会（招待講演） 

10) Yamori W. (2020) Metabolic and diffusional limitations of photosynthesis under fluctuating light 

conditions. The Ecological Society of Japan（招待講演） 

11) 矢守航 (2019) 科学的根拠に基づく植物工場における新規照明システムの開発. 日本生物環境工

学会 

12) 安永円理子．（2019）アジア市場をターゲットとする農産物・食品の輸送技術の最前線．Fooma 

Japan 2019 フードテクノロジーフォーラム：グローバル･フードバリューチェーン戦略とこれを

支える最先端技術－JAPAN Quality Food を世界の市場へ－，東京ビックサイト，7 月 12 日． 

13) 米川智司. 【テーマ：農業機械の公道走行と農作業安全】【基調講演】農作業死亡事故の動向とポ

イント. 2019 農業機械化フォーラム（主催：一般社団法人日本農業機械化協会）, （国研）農業・

食品産業技術総合研究機構 農業技術革新工学研究センター散布実験棟, 2019 年 12 月 5 日. 

 

(5) 受賞 

1) 郭威 国立研究開発法人科学技術振興機構 AIP ネットワークラボ長賞．平成 31 年 4 月． 

2) 郭威, 石川吾郎, 常松浩史, 柳澤貴司, 藤田雅也, 山田哲也, 米丸淳一． 日本育種学会第 136 回

講演会 日本育種学会優秀発表賞、令和元年 9 月． 

3) 安永円理子．日本生物環境工学会特別研究功績賞（ポストハーヴェスト）．2019 年 9 月． 

 

(6) 国際特許 

1) Kawabata, S., Yukawa, A., & Shimizu, S. (2020). U.S. Patent No. 10,575,473. Washington, DC: 

U.S. Patent and Trademark Office. 

 

(7) 研究助成 

1) 深野祐也（代表）環境省受託研究，研究代表者：深野祐也, (2019 年度-2019 年度） 

2) 深野祐也（代表）文部科学省 科学研究費補助金（若手 B）研究代表者：深野祐也, (2018 年度-

2020 年度） 

3) 深野祐也（分担）文部科学省 科学研究費補助金（基盤 B）研究代表者：吉田薫, (2017 年度-2019

年度） 

4) 深野祐也（分担）文部科学省 科学研究費補助金（基盤 C）研究代表者：加藤洋一郎, (2018 年

度-2020 年度） 

5) 深野祐也（分担）文部科学省 科学研究費補助金（国際 B）研究代表者：加藤洋一郎, (2018 年度
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-2020 年度） 

6) 郭威（研究代表者）、深野祐也、加藤洋一郎「芽生えに焦点を当てた植物種自動識別技術の開発

による、フィールド植物モニタリング無人化の試み」（H31～R2）市村清新技術財団植物研究助

成 

7) 郭威（研究代表者）「高精度多次元画像データ解析による植物形質評価手法の開発」JST AIP チ

ャレンジ（H31～R2） 

8) 郭威（研究分担者）、深野祐也、加藤洋一郎「農業生態系における野草・雑草群集の役割の見直

しと適応的管理」科研費（H30～R3）研究代表者：加藤洋一郎 

9) 郭威（研究分担者）、平藤雅之、二宮正士「データ科学で実現する気候変動下における持続的作

物生産支援システム JST 戦略的国際共同研究プログラム（SICORP）インド ICT 分野「国際共

同研究拠点」（H28～R3）研究代表者：二宮正士 

10) 郭威（研究分担者）、平藤雅之、二宮正士「フィールドセンシング時系列データを主体とした農

業ビッグデータの構築と新知見の発見」JST 戦略的創造研究推進事業 CREST（H27～R2）研究

代表者：平藤雅之 

11) 郭威（研究分担者）「ドローン空撮写真を利用したもも樹のの整枝・剪定効果の評価」中部大学 

問題複合体を対象とするデジタルアース，共同利用・共同研究拠点，IDEAS201901（H31～R2） 

12) 郭威（研究分担者）「ハイスループットフェノタイピングによる水稲生育量評価法の開発」科研

費（H30～R3） 

13) 郭威（研究分担者）「育種ビッグデータの整備および情報解析技術を活用した高度育種システム

の開発」（BAC3001 圃場データの取得方法の最適化と AI Breeder の開発に向けた研究）（H30~L4）

研究責任者：米丸淳一 （国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構次世代作物開発研

究センター） 

14) 郭威（研究分担者）「植物環境応答のモデル化に基づく発展型ゲノミックセレクションシステム

の開発」JST 戦略的創造研究推進事業 CREST（H28～R3）研究代表者：岩田洋佳 「倍数体マ

ルチオミクス技術開発による環境頑健性付与モデルの構築」JST 戦略的創造研究推進事業

CREST（H28～R3）研究代表者：清水健太郎 

15) 本多親子（研究分担者）「抗生物質による無核化現象に関わる分子実体の解明」科研費基盤研究

（C）研究代表者：西村明日香（2019 年度-2021 年度）. 

16) 本多親子（研究分担者）他「収穫後のリンゴ果実に対する着色促進技術の開発」生物系特定産業

技術研究支援センター「革新的技術開発・緊急展開事業」（うち先導プロジェクト）「国産果実の

供給期間拡大を目指した鮮度保持・栽培技術の開発」研究代表者：中嶋直子 (2016 年度-2020

年度）. 

17) 河鰭実之（研究代表者）科研費基盤 B 「可視光の不規則照射による紫外線応答類似反応の誘導」

（2018 年度-2021 年度） 

18) 高田まゆら（研究代表者）「農地景観の変化と気候変動が水田害虫の分布拡大に与える影響：長
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期データによる検証」文部科学省・科学研究費補助金・基盤研究(B) 2016-2020. 

19) 高田まゆら（研究代表者）２０１９年度後期研究者サポート要員配置助成, 東京大学. 2019. 

20) 高田まゆら（研究代表者）２０１９年度女性教員研究スキルアップ経費支援, 東京大学. 2019. 

21) 高田まゆら（研究代表者）２０１９年度前期研究者サポート要員配置助成, 東京大学. 2019. 

22) 高田まゆら（研究分担者）「分布周縁部のアトラクティブ・シンク化がヒグマ個体群および人間

社会に及ぼす影響」文部科学省・科学研究費補助金・基盤研究(B) 研究代表者：佐藤喜和 2017-

2020. 

23) 竹本周平（研究分担者）他「病虫害による大量枯死が森林生態系の CO2 放出におよぼす影響の

解明」 文部科学省・科学研究費補助金・基盤研究（B）（一般），研究代表者：深澤遊, (2017 年

度-2021 年度） 

24) 竹本周平（研究分担者）他「養菌性キクイムシが媒介する樹木萎凋病の発生リスクに影響する環

境要因と系統的制約性」 文部科学省・科学研究費補助金・基盤研究（A）海外，研究代表者：

鎌田直人, (2017 年度-2019 年度） 

25) 内田圭（研究分担者）国土交通省．河川砂防技術研究開発公募研究．「撹乱レガシーと生物多様

性の再生に関する研究」 （2017 年度-2019 年度） 

26) 内田圭（研究代表者）祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク移行地域自然環境調査助成事業．「エ

コパーク内における棚田の植物および昆虫群集保全のための群集成立パターンの解明」（2019 年

度） 

27) 安永円理子（研究代表者），深野祐也（研究分担者）．「農業とアートを複合した活動が社会的支

援を必要とする人たちに与える効果と影響」公益財団法人東京都歴史文化財団アーツカウンシル

東京，共同研究，令和元年度． 

28) 矢守航（研究代表者）市村清新技術財団植物研究助成「植物の水利用効率を可視化する技術の開

発」（2020 年度） 

29) 安村直樹（研究分担者）「林業用苗木の裸苗からコンテナ苗への移行における苗木生産経営の変

化と課題の把握―栃木県を事例に―」公益社団法人国土緑化推進機構 2019 年度「緑と水の森林

ファンド」調査研究事業 

30) 矢守航（研究代表者）科研費 国際共同研究強化（B）「植物の水利用効率：スクリーニングのた

めの可視化技術の開発とその利用」（2018 年～2021 年度） 

31) 矢守航（研究代表者）科研費基盤 B 「変動する光環境下において優れた光合成能力を持つ植物

の創出にむけた基盤研究」（2018 年～2020 年度） 

32) 矢守航（研究分担者）科研費新学術領域 「ATP 合成酵素によるプロトン駆動力制御」研究代

表者：久堀徹（2016 年～2020 年度） 

 

 

(8) ウェブサイト 
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1) （国研）農業・食品産業技術総合研究機構 農業技術革新工学研究センター，東京大学（米川智

司），農林水産省生産局，農林水産省農林水産研修所つくば館. (2017-20). 農作業安全情報セン

ター. http://www.naro.affrc.go.jp/org/brain/anzenweb/ 

2) 米川智司. (2017-20). 東京大学大学院農学生命科学研究科附属生態調和農学機構「農場博物館」

（コレクション鑑定・解説）. https://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/museum/collections/ 

 

 

４ 技術部職員による研究業績・講演等 

(1) 論文等 

1) 久保田浩史・市川健一郎・矢津田啓介・神川翔貴．(2020)．GNSS と GIS を用いた高精度な教育

研究圃場の栽培履歴管理．大学農場研究第 43 号 8-11． 

 

(2) 口頭発表 

1) 久保田浩史・市川健一郎・矢津田啓介・神川翔貴．（2020）．GNSS と GIS を用いた高精度な教

育研究圃場の栽培履歴管理．令和元年度関東・甲信越地域大学農場協議会第 84 回研究集会，日

本獣医生命科学大学． 

 

(3) ポスター発表 

1) 工藤新司. (2020).花ハス遺伝資源の開花に関する特性評価.令和 2年度園芸学会春季大会，東京

農工大学. 

2) 石川祐聖・澤田英司・渡辺均. (2019).国産ハスの蓮肉および蓮子芯の評価.日本生薬学会 66回

年会，北里大学. 

3) 石川祐聖・工藤新司・大岡聡. (2019).花ハス品種‘緑地美人’と‘月のほほえみ’および交配

親の開花特性.日本植物園協会第 54回大会，東北大学. 

 

(4) 講演 

1) 石川祐聖. (2019). 江戸の園芸植物-蓮-. 東京都神代植物公園，2019 年 7 月 15 日 

2) 久保田浩史・市川健一郎・矢津田啓介・神川翔貴．(2020)．農学生命科学研究科附属生態農学調

和機構での一例 GNSS と GIS を用いた高精度な教育研究圃場の栽培履歴管理．第 3 回東京大

学技術発表会技術交流会．  

 

(5) 受賞 

1) 市川健一郎（2019）農業機械に関する整備・安全管理・操作方法の指導とフィールド農学研究へ

の応用．令和元年度全国大学農場技術賞． 

1) 久保田浩史・市川健一郎・矢津田啓介・神川翔貴．（2020）「GNSS と GIS を用いた高精度な教
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育研究圃場の栽培履歴管理」第 84 回関東甲信越地区大学附属農場協議会総会研究集会最優秀発

表賞． 

 

 

５ 機構を利用した農学生命科学研究科・他研究機関等の研究業績 

 

(1) 原著論文 

1) Kubo FC, Yasui Y, Ohmori Y, Kumamaru T, Tanaka W, and Hirano, H-Y (2020) DWARF WITH 

SLENDER LEAF1 encoding a histone deacetylase plays diverse roles in rice development. Plant 

Cell Physiol. 

2) Matsuoka, T., Tsuchiya, K., Yamada, S., Lundholm, J. and Okuro, T. (2019) Value of Sedum 

species as companion plants for nectar-producing plants depends on leaf characteristics of the 

Sedum. Urban Forestry and Urban Greening 39: 35-44. 

3) 松岡達也・土屋一彬・大黒俊哉 (2020) 粗放型屋上緑化における保水効果と植物体の生育状況に

バイオ炭混合およびセダム混植が与える影響. 日本緑化工学会誌 45 (4) Accepted (2020.05.21). 

4) 根本正之・山田晋・田淵誠也編（2020）：在来野草による緑化ハンドブック. 朝倉書店, 東京. 377 

pp. 

5) Suzuki C, Tanaka W, Tsuji H, Hirano, H-Y (2019) TILLERS ABSENT1, the WUSCHEL ortholog, 

is not involved in stem cell maintenance in the shoot apical meristem in rice. Plant Signal. Behav. 

14: e1640565.  

6) Tanaka W, Hirano H-Y (2020) Antagonistic action of TILLERS ABSENT1 and FLORAL ORGAN 

NUMBER2 regulates stem cell maintenance during axillary meristem development in rice. New 

Phytol. 225: 974-984.  

7) Tanaka W, Tshuda K, Hirano H-Y (2019) Class I KNOX gene OSH1 is indispensable for axillary 

meristem development in rice. Cytologia 84: 343-346. DOI:10.1508/cytologia.84.343 

8) Yamada, S., & Nemoto, M. (2020). Effects of weed abundance and frequency of hand weeding on 

the establishment of transplanted Imperata cylindrica. Landscape and Ecological Engineering, 

16(1), 1-9. 

9) 山田晋・根本正之（2020）：半自然草地の秋季刈り取り残渣の敷設時期と敷設厚が敷設地の群落

種組成に及ぼす影響. ランドスケープ研究 83. 731-736. 

10) 山田晋・白土晃一・根本正之・大黒俊哉（2019）：貧栄養土壌におけるススキ群落の早期再生に

向けたススキと群落従属種の初期生育の解明. ランドスケープ研究 82. 691-696. 

11) Yamazaki, K., Ohmori, Y., Fujiwara, T.. (2019)A positive tropism toward a nutrient source Plant 

and Cell physiology10:590E2 
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(2) 学会発表 

1) Bian Bian, Mengyao Wang, Hua Xiao, Zhihang Feng, Xu Chen, Kiyoshi Yamazaki, Kenji Yano, 

Takehiro Kamiya, Toru Fujiwara.2020.Functional analysis of OsNLPs in rice,第 61 回日本植物生

理学会年会大阪大学・大阪 2020 年 3 月 20 日ポスター 

2) Bian Bian.2019.Functional analysis of OsNAL1 and OsNLPs in rice,第 5 回植物の栄養研究会広

島市・広島大学 2019 年 9 月 20 日ポスター 

3) Gonocru, RA, Ren Nakamura, Kota Yoshino, Masaru Honma, Tetsuya Doi, Yoshikuni Yoshida, 

Akira Tani. Agricultural Productivity and Land-use efficiency using Agrivoltaic system in Japan. 

Nature 150th Anniversary Symposium. Tokyo, Japan. April 2019. 

4) Gonocru, RA, Ren Nakamura, Kota Yoshino, Masaru Honma, Tetsuya Doi, Yoshikuni Yoshida, 

Akira Tani.Application of Photovoltaic Power Generation in Agricultural Spaces of Japan: A case 

study. IAFOR International Conference on Sustainability, Energy and Environment.Honolulu, 

Hawaii. January 2020. 

5) Hua Xiao, Nobuhiro Tanaka, Zhihang Feng, Bian Bian, Kiyoshi Yamazaki, Mayuki Tanaka, Qing 

Wang, Takehiro Kamiya, Toru Fujiwara,.2020.Natural Variation of a MATE family gene 

contributes to differential cadmium accumulation in rice,第 61 回日本植物生理学会年会大阪大
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料と化学肥料が与える影響.日本生態学会第 67 回大会、2020 年 3 月、名城大学 
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Cells: Source of Plant Vitality, Workshop1: Stem cells and Plant Reproduction (May 15, 2019) 
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リン資源保全型イネの作出に向けて― 種子生理生化学研究会 第 40 回年会、2019 年 11 月、和
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12) Kato, R., S. Shimizu, T. Ohigashi, T. Maesaka, and K. Iwanami, 2019: Assimilation impact of cloud 
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nudging data assimilation experiments. 39th International Conference on Radar Meteorology, 
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日本育種学会第 137 回大会（2020 年 3 月 28-29 日）東京大学，東京． 
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伝子の発生遺伝学的解析”  日本育種学会第 136 回講演会（2019 年 9 月 6-7 日）近畿大学，奈

良市． 

20) 前坂 剛・大東忠保・岩波 越・鈴木真一・出世ゆかり・櫻井南海子, 2019: 積乱雲発生の早期
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21) 松岡達也・大黒俊哉 (2020) 屋上緑化における植物体のバイオマスがセダム混植の効果に及ぼす

影響. 日本生態学会 ポスター発表（名古屋） 

22) 松岡達也・土屋一彬・大黒俊哉 (2019) 粗放型屋上緑化における蜜源植物の生育状態は混植する

セダムの生育特性によって異なる. 日本造園学会 ポスター発表（茨城） 
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elongation defective1 (ted1) に関 する発生遺伝学的解析” 第 61 回日本植物生理学会年会（2020

年 3 月 19-21 日）大阪大学，吹田市． 
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defective1 (ted1) に関する発生遺伝学的解析”  日本育種学会第 136 回講演会（2019 年 9 月 6-

7 日）近畿大学，奈良市． 

27) 名倉涼平.2019.イネ栄養屈性変異体のスクリーニングと温度に対する栄養屈性の変化,植物構造

オプト若手の会愛知県・自然科学研究機構 岡崎コンファレンスセンター2019 年 11 月 10 日ポ

スター発表 

28) 名倉涼平.2019.イネ栄養屈性変異体のスクリーニングと温度に対する栄養屈性の変化,第 5 回植

物の栄養研究会広島市・広島大学 2019 年 9 月 20 日ポスター 

29) Ohigashi, T., T. Maesaka, S. Suzuki, Y. Shusse, and N. Sakurai, 2019: Clear-air echoes observed 

by Ka-band scanning polarimetric cloud radars. 39th International Conference on Radar 
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31) 大森 涼葉、 川上 直人、 平野 博之、 田中 若奈 ”イネ tillers absent1 変異体は小穂に多面的

な異常を示す” 日本育種学会第 136 回講演会（2019 年 9 月 6-7 日）近畿大学，奈良市． 

32) 大森 涼葉、 川上 直人、 平野 博之、 田中 若奈 ”小穂形成に異常があるイネ突然変異体の解

析” イネ遺伝学・分子生物学ワークショップ 2019 （2019 年 7 月 11-12 日） 農研機構筑波産学

連携支援センタ，つくば市． 

33) 大東忠保・前坂 剛・鈴木真一・出世ゆかり・櫻井南海子, 2019: 複数の雲レーダーを用いた夏

季積乱雲発達初期の高時間分解能観測 . 日本気象学会 2019 年度秋季大会講演予稿集, 445 

(A458), 福岡国際会議場, 10 月 28 日－31 日, 日本気象学会. (口頭, 10/31) 

34) 佐藤榛名, 曽我昌史, 加藤洋一郎, 吉田薫.圃場管理手法が雑草植生及び飛翔性昆虫類にもたらす

影響.日本生態学会第 67 回大会、2020 年 3 月、名城大学 

35) 鈴木 保宏、 沼 寿隆、 白澤 健太、 谷口 洋二郎、 松本 光梨、 安居 佑季子、 石川 哲也、 

平野博之、 田中淳一 “個体の成長にともない葉の形態異常が生じるイネ 変異体の原因遺伝子
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36) 田中 若奈、 津田 勝利、平野 博之 “イネの腋芽形成における WOX および KNOX 遺伝子の
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37) 田中 若奈、 平野 博之 “イネの腋芽形成を開始する遺伝的機構” 第 61 回日本植物生理学会年
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会（2020 年 3 月 19-21 日）大阪大学，吹田市． 

38) Wakana Tanaka “Genetic regulation of stem cell maintenance during axillary bud formation in rice” 

Plant Stem Cells: Source of Plant Vitality, Workshop1: Stem cells and Plant Reproduction (May 

15, 2019) Tohoku University, Sendai. 

39) Wang Mengyao, Takahiro Hasegawa, Makoto Hayashi, Yoshihiro Ohmori, Kenji Yano, Shota 

Teramoto, Takehiro Kamiya, Toru Fujiwara.2020.The differential roles of OsNLPs in regulating 

growth under nitrate condition in rice.,第 61 回日本植物生理学会年会大阪大学・大阪 2020 年 3

月 20 日ポスター発表 

40) Yunshu Wang, Zhihang Feng, Ting Yang, Mengyao Wang, Qing Wang, Bian Bian, Shota Teramoto, 

Yufang Lu, Takehiro Kamiya, Weiming Shi, Toru Fujiwara.2020.Genome wide association study 

identifies candidate SNPs that contribute to the growth and exudation of rice root,第 61 回日本植

物生理学会年会大阪大学・大阪 2020 年 3 月 20 日ポスター 

41) 吉田翔・三隅良平・前坂剛，2019，Ka バンドレーダを活用した積乱雲発達判定指標の検討，日

本気象学会 2019 年秋季大会予稿集，P309． 

42) 山崎清志、大森良弘、高橋宏和、中園幹夫、藤原徹.2020.イネの根における栄養屈性,第 61 回日

本植物生理学会年会大阪大学・大阪 2020 年 3 月 20 日口頭発表  

43) 山本 怜見.2019.APY7 欠損によるホウ素欠乏時の根の伸長促進,2019 ホウ素栄養研究会和歌山・

加太の休暇村 2019 年 11 月 7 日口頭 

 

(3) 解説論文等 

1) 松岡達也 (2019) バイオ炭と CAM 植物を利用した低コスト型屋上緑化技術の開発. 都市緑化技

術 [日本都市緑化機構] 

2) 松岡達也・大黒俊哉 (2020) 屋上緑化に用いられる蜜源植物の生育段階の違いがセダム混植の効

果に及ぼす影響.  日本緑化工学会誌 技術報告（掲載決定） 

3) 吉田好邦，「営農型太陽光発電で農業・再エネを同時振興」，月刊グリーンパワー、(2020 年 2 月) 

 

 


